
夏の訪れを感じる小川原湖の遊泳解禁。今も昔も変わ
らないのは自然の中で遊ぶ子どもたちの無邪気さ。

湖水まつり
７月 22 日　小川原湖
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▲古間木小学校で開催される「古間木小学校支援セ
　ンター運営協議会」。ＰＴＡや町内会、老人クラブ
　にボランティア・コーディネーターと学校関係者
　が加わり、１年間の事業内容などについて話し合
　う。

平成 23 年度の古間木小学校の学校支援活動
学
習
支
援

学校まわりの探検
畝作り・野菜作りの仕方
畝作り・クロマルチかけ
ヘチマの植え方
野菜名人に聞こう
夏野菜カレー作り
サツマイモのおやつ作り
手縫い（玉結び・玉留め）
ミシンの補助
俳句教室
水泳教室
スケート教室
職業体験講話「夢をきく会」
古間木学区の昔の様子
昔遊び体験
総合学習「小川原湖のまりも」

行
事

七夕集会
豆まき集会

環
境
整
備

草刈り、草取り、花壇整備
カンナ球根掘り起し
包丁研ぎとコンロ磨き、家庭科室清掃
校内清掃

そ
の
他

登下校　安全見守り
声かけ・安全見守り
図書ボランティアの会

※紹介しているのは活動の一部です。

地域のチカラⅡ
特　集

水
泳
教
室

　

７
月
18
日
、
屋
内
温
水
プ
ー
ル

で
古
間
木
小
学
校
の
水
泳
授
業
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
日
、
授
業
を
受

け
た
の
は
１
年
生
と
６
年
生
の
児

童
54
人
。
同
校
で
は
全
学
年
が
年

１
回
、
水
泳
の
授
業
を
受
け
る
。

水
泳
を
指
導
す
る
の
は
４
人
の
先

生
の
他
に
同
校
が
取
り
組
む
「
学

校
支
援
活
動
推
進
事
業
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

も
含
め
て
、
み
ん
な
古
間
木
地
域

に
住
む
人
た
ち
だ
。

　

泳
力
に
応
じ
て
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
ら
れ
た
６
年
生
。
25
ｍ

を
ク
ロ
ー
ル
で
泳
ぐ
中
級
の
指
導

は
、
学
校
側
の
「
き
ち
ん
と
し
た

泳
ぎ
方
を
教
え
た
い
」
と
の
希
望

か
ら
、
基
地
内
で
現
役
の
水
泳
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
佐
藤
さ
ん
が
担
当
し

た
。
ま
だ
ぎ
こ
ち
な
い
ク
ロ
ー
ル

を
見
せ
る
児
童
に
、
丁
寧
か
つ
て

き
ぱ
き
と
指
導
す
る
様
子
は
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
さ
な
が
ら
。
児

童
も
「
本
職
」
の
指
導
に
真
剣
な

姿
勢
で
応
え
、
授
業
の
中
で
も
明

ら
か
に
泳
ぎ
は
上
達
し
て
い
た
。

　

傍
ら
で
は
、
大
き
な
プ
ー
ル
と

初
め
て
の
水
泳
授
業
に
は
し
ゃ
ぐ

１
年
生
。
元
気
い
っ
ぱ
い
な
児
童

や
、
ま
だ
水
に
慣
れ
な
い
児
童
と

さ
ま
ざ
ま
。
し
か
し
、
先
生
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
加
わ
る
こ
と
で
、

細
か
な
と
こ
ろ
に
も
目
が
配
ら
れ

る
。
瞬
く
間
に
無
事
、
約
２
時
間

の
授
業
は
終
っ
た
。

や
学
習
内
容
、
教
材
準
備
な
ど
を

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在

が
大
き
い
。
学
習
に
か
か
る
準

備
な
ど
、
先
生
の
負
担
を
軽
減

し
、
地
域
の
人
々
と
学
校
の
間
を

取
り
持
つ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
っ
て
こ
の
事
業
は
活
性
化
。
支

援
活
動
の
内
容
も
増
え
、
平
成
22

年
度
は
２
５
０
人
程
だ
っ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
は
昨
年
度
、

１
０
０
０
人
を
超
え
た
。

古間木小学校「学校支援活動推進事業」

　近年、社会が複雑多様化し、子どもを取

り巻く環境は大きく変化。家庭や地域の教

育力が低下する中で、さまざまな課題を抱

えながらも学校には依然、大きな役割が求

められてきた。そこで平成 18 年、学校だけ

に役割と責任を求めるのではなく、これま

で以上に学校、家庭、地域の連携協力のも

とに「教育」をすすめていくべきと教育基

本法が改正。文部科学省は、地域で学校を

支援するモデル事業「学校支援地域本部事

業」を立ち上げ、平成 20 年度から 22 年度

までの３カ年を事業期間として各都道府県

にその業務を委託した。

　青森県は、三沢市を含めた各市町村へ平

成 21 年度から 22 年度までの期間で再委託。

事業を受託した三沢市は、学校関係者、Ｐ

ＴＡ、地域住民の代表者、学校支援（ボラ

ンティア）コーディネーター、行政関係者

を委員とする三沢市学校支援協議会を立ち

上げ、古間木小学校区で活動を展開した。

　平成 23 年度からは青森県と三沢市が補助

する新規の「学校支援活動推進事業」とし

て継続。学校支援（ボランティア）コーディ

ネーターを中心に、充実した学習支援、季

節ごとの学校行事支援、学校周辺の環境整

備に加え、学校・ボランティアが互いに発

案する活動が加わり、さまざまな支援活動

が積極的に展開されている。

学校支援活動推進事業

古間木小学校区の取り組み

古
間
木
小
学
校
で
も
こ
れ
ま
で
に

行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の

学
校
支
援
活
動
の
注
目
す
べ
き
は

学
習
支
援
に
あ
る
。
地
域
の
人
々

が
先
生
と
な
っ
て
児
童
に
行
う
授

業
は
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
な
い

「
生
き
た
」
学
習
。
畑
の
畝
の
作

り
方
や
野
菜
の
作
り
方
を
そ
の
道

数
十
年
の
達
人
が
教
え
る
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
で
は
、
学
校

が
必
要
と
す
る
学
習
内
容
に
適
し

た
達
人
を
地
域
か
ら
探
し
、
日
程

推
進
さ
れ
る
学
校
支
援
活
動

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
佐
藤
さ
ん
は

水
泳
教
室
を
終
え
、「
子
ど
も
た

ち
が
元
気
。
昨
年
よ
り
泳
げ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
て
う
れ
し
い
で

す
。
来
年
も
ま
た
参
加
し
た
い
」

と
話
し
、
児
童
た
ち
か
ら
元
気
を

も
ら
っ
た
よ
う
に
生
き
生
き
し
た

表
情
を
見
せ
た
。

　

こ
れ
は
、
古
間
木
地
区
で
平
成

21
年
度
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
る

学
校
支
援
活
動
推
進
事
業
（
学
校

支
援
地
域
本
部
事
業
）。
学
校
と

家
庭
、
地
域
の
連
携
強
化
を
目
的

に
全
国
で
推
進
さ
れ
た
こ
の
事
業

は
、
三
沢
市
内
で
は
古
間
木
小
学

校
が
い
ち
早
く
取
り
組
み
、
今
年

で
４
年
目
を
迎
え
る
。

　

学
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
父
兄
ら
に
よ

る
環
境
整
備
や
登
下
校
の
見
守
り

と
い
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
支

援
活
動
は
、
他
小
学
校
や
以
前
の

自らもその地域に住むボラ

ンティア・コーディネーター

が、学校が希望する学習に

最適な知識や技術を持つボ

ランティアを地域から探し

て交渉。日程、教材、学習

内容について打ち合わせる。

地域の人々学校支援
（ボランティア）

コーディネーター

古間木小学校

年度当初に、学校の各学級

担任から支援してほしい学

習内容と時期がボランティ

ア・コーディネーターに伝

えられる。時期が近づくに

連れ、より綿密な打ち合わ

せを文書で行う。 古間木小学校の学校支援活動
ボランティア・コーディネーターが間を結び、地域の人々

がボランティアとして学校のさまざまな活動を支援する。

古間木小学校で続けられている、地域と学校が築く学校支援活動。

地域で子どもたちを育てる大きなチカラ。
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▲裁縫の達人に学ぶ家庭科の授業

▼野菜作りの達人に学んでクロマルチをかけた畝作り

了
す
る
見
通
し
と
の
こ
と
。
こ
れ

ま
で
有
償
だ
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
無
償
に
し
、
通
信
運
搬
費

や
消
耗
品
費
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

保
険
料
だ
け
で
も
確
保
で
き
な
い

か
と
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
「
い
つ
ま
で
も
予
算
は
付
か
な

い
だ
ろ
う
と
予
想
は
し
て
い
ま
し

た
」。
そ
う
話
す
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
二
ツ
森
さ
ん
が
活
動
２
年

目
に
作
っ
た
「
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
」
は
、
学
校
図
書
室
を
活

動
場
所
に
、
図
書
の
整
理
や
注
目

図
書
の
紹
介
を
す
る
活
動
。
校
内

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
て
も
い
い

「
居
場
所
」
と
な
る
場
所
を
作
り

た
か
っ
た
。

　

昨
年
12
月
に
は
「
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ

文
部
科
学
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ
が
、

い
か
に
残
し
て
い
く
か
が
今
、
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

目
な
ん
だ
と
受
け
入
れ
る
素
直
さ

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
」
と
同
校
の

金
沢
校
長
は
話
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
居
場
所
を
残
す

　

７
月
11
日
、
古
間
木
小
学
校
の

校
長
室
で
今
年
度
最
初
の
「
古
間

木
小
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
」
が
開
か
れ
た
。
構
成
員
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
連
合
町
内
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
、
学
校
関
係
者
た
ち
。
新
年

度
の
組
織
体
制
や
事
業
計
画
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
案
な
ど
に
つ
い

て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

い
く
つ
か
あ
る
議
案
の
中
で
も

深
刻
だ
っ
た
の
は
今
後
の
運
営
に

か
か
る
予
算
に
つ
い
て
。
こ
の
事

業
は
、
平
成
21
年
度
に
始
ま
り
、

国
の
委
託
か
ら
県
・
市
の
補
助
事

業
へ
と
形
を
変
え
な
が
ら
続
け
ら

れ
て
き
た
。
平
成
24
年
度
の
年
間

委
託
費
20
数
万
円
は
今
年
度
で
終

先
生
を
助
け
手
取
り
足
取
り

　
「
大
変
助
か
り
ま
す
」。
古
間
木

小
学
校
の
先
生
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
に
深
く
感
謝
し
た
。

　

先
生
の
数
は
年
々
減
り
、
学
習

の
内
容
も
変
わ
り
、
先
生
だ
け
で

で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
で
て
き

て
い
る
と
い
う
。
裁
縫
の
授
業
で

は
、
６
つ
に
分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ

そ
れ
ぞ
れ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
付
い
て
指
導
す
る
。
普
段
か
ら

家
事
を
こ
な
し
て
き
た
歴
戦
の
主

婦
に
と
っ
て
裁
縫
は
お
手
の
物
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
支
援
す
る

こ
と
で
、
手
取
り
足
取
り
教
え
、

細
か
な
目
配
り
が
で
き
る
。

や
り
が
い
あ
る
３
世
代
交
流

　

水
泳
の
授
業
を
支
援
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
市
川
さ
ん
と
玉
木
さ

ん
に
と
っ
て
児
童
は
孫
の
世
代
。

「
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
が
可
愛
く

て
素
直
」。「
教
え
が
い
が
あ
る
」。

水
泳
を
教
え
な
が
ら
、
児
童
と
触

れ
合
え
、
教
え
る
こ
と
の
で
き
る

喜
び
を
感
じ
て
い
た
。

　

三
沢
市
も
高
齢
化
が
進
み
、
総

人
口
に
対
す
る
65
歳
以
上
の
割
合

は
、
２
割
を
超
え
る
。
し
か
し
、

仕
事
を
終
え
子
ど
も
が
自
立
し
た

高
齢
者
の
方
に
は
、
長
年
培
っ
て

き
た
貴
重
な
知
恵
や
技
術
、
経
験

が
あ
る
。
そ
れ
を
必
要
と
さ
れ
、

次
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
喜
び
は
、

高
齢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の

「
や
り
が
い
」
に
つ
な
が
っ
て
い

る
に
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
核
家
族
家
庭
で
育
つ
こ

と
の
多
い
現
代
の
児
童
に
と
っ
て

は
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
」
と
触
れ
合
う
貴
重
な
機

会
で
も
あ
る
。
家
庭
で
は
少
な
く

な
っ
た
、
３
世
代
交
流
の
場
が
こ

こ
に
は
あ
る
。

活
動
を
支
え
る
信
頼
関
係

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
と
っ

て
、
共
に
地
域
で
暮
ら
す
古
間
木

小
学
校
の
児
童
は
子
や
孫
の
よ
う

な
も
の
。
見
か
け
れ
ば
あ
い
さ
つ

を
交
わ
し
、
言
葉
を
か
け
、
見
守

り
続
け
て
い
る
。
児
童
を
安
心
し

て
ま
か
せ
ら
れ
る
の
も
先
生
に

と
っ
て
重
要
な
要
素
だ
。「
古
間

木
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
す

ご
く
人
懐
っ
こ
い
ん
で
す
」。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
二
ツ
森
さ
ん
は
口
元
を
緩
ま
せ

た
。
昔
か
ら
地
域
の
人
々
が
訪
れ

る
こ
と
が
日
常
的
だ
っ
た
と
い
う

同
校
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

を
見
か
け
る
と
、
児
童
か
ら
声

を
か
け
る
と
い
う
。「
ま
た
き
た

よ
ー
」と
応
え
る
地
域
の
人
々
は
、

同
校
に
と
っ
て
自
然
で
親
し
み
や

す
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

は
親
し
み
や
す
い
ば
か
り
で
は
な

い
。「
危
な
い
か
ら
ダ
メ
！
」
と

ぴ
し
ゃ
り
。
児
童
に
と
っ
て
危
険

な
こ
と
へ
の
注
意
は
厳
し
い
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
注

意
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
避

け
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。「
大

人
が
駄
目
だ
と
言
っ
た
こ
と
は
駄

INTERVIEW

　この学校支援活動推進事業によって、学

習面では、その道に詳しい人たちが来て直

接『生きた授業』をしてくださるので、子

どもたちにとって深みのある勉強ができて

います。いろいろな特技を持った方にそれ

ぞれの特技を生かしてもらえるのが非常に

ありがたい。教科書で勉強する以上の教育

効果が生まれていると感じます。また、安

全面でも、児童にとって「知っている地域

の方」に見守っていただいているという安

心感は大きく、学校としても大変助かって

います。

　私が初めてこの学校に赴任したときは、

それはもう、いろいろな人が学校を訪れて

いて、非常に驚いたものです。その中には

お年寄りの方も多い。地域の方は、自身や

子、孫、近所の子どもたちが通ってきた古

間木小学校をきっと自分たちの学校だと

思ってくださっているのではないでしょう

『ごく自然に』学校を訪れて子どもたちに教えてくださる

金
かなざわ

沢　淳
あつし

先生

古間木小学校支援センター運営協議会

古間木小学校　校長

か。だからこそ、快く無償でこの活動に参

加してくださるのでしょう。

　また、コーディネーターの方が配慮して

くださっているおかげで、従来の外部講師

とは異なり、学校側の負担が少なく『構え

る』ことがありません。学校側が迎え入れ

るというより、ボランティアの方が『ごく

自然に』学校を訪れ、子どもたちに教えて

くれるのです。

　そんなボランティアの方たちへの感謝の

気持ちは、何とお礼を言っていいか悩む程

です。「ありがとうございます」と伝える

と「いや、子どもたちから元気をもらって

いるんですよ」と言ってくださる。また、

あるおばあさんの「ありがとうって言わな

くていいから『また来て』って言ってくだ

さい」と言われた言葉には、胸を打たれま

した。

INTERVIEW

　最初にボランティア・コーディーネー

ターのお話をいただいたときは、私にでき

る役かどうか不安でした。ＰＴＡの経験

が多い町内会長さんたちをはじめ、この地

域に住む人はみんな協力的。「古間木小学

校のボランティア」と話すと、誰も断りま

せんでした。地域的に恵まれたんだと思い

ます。それでも何もない状態から１人で務

めた１年目は、つらかったですね。特に必

要だったのは相談相手。２年目からはコー

ディネーターは４人チームを組みました。

　そんな中、特にうれしかったことがあり

ます。一昨年、ボランティアさんから「こ

の包丁切れないね」「この鍋、時間かけて

磨けばもっときれいになるね」という声が

あって、ボランティアだけが集まって『包

丁研ぎと鍋磨きの会』をやったんです。働

いてもらうのに『交流会』として（笑）。

そしたら「これ気になっていたのよ」とボ

ボランティアさんからの「やろうよ」が何よりうれしかった

二
ふ た つ も り

ツ森　孝
た か こ

子さん

古間木小学校支援センター運営協議会

学校支援（ボランティア）　　　　
　　　　　　　コーディネーター

ランティアさんがガスコンロを磨き、棚の

上やガラスも拭き始めたんです。テーブル

を重ねた上におじいさんが乗って、「ほら

よ」って雑巾をトスするんですよ。終わっ

た皆さんからは「これは毎年やらなくちゃ

ね。また来年も」ってことになりました。

この、ボランティアさんからの「やろうよ」

という声が何よりうれしかったです。

　先生方にもすごく気を遣っていただきま

した。来てくれたボランティア全員に子ど

もたちが手書きで感想を綴った手紙。「あ

あ、私たちも『ありがとう』って言われる

んだね。役に立ったんだね」とボランティ

アさんにも必要とされていることが伝わ

り、大きな喜びになったと思います。また、

子どもたちも感想を書くことによって一生

懸命ボランティアさんについて考える訳で

すから、そこから互いの信頼へとつながっ

ていったのだと思います。

古間木在住。２人のお子さんが通った古間木小学校
で長年にわたり学校評議員を務め、図書ボランティ
ア活動をしてきた。平成 21 年７月から始まった同
校の学校支援活動推進事業で、最初のボランティア・
コーディネーターとして事業運営に尽力する。

十和田市在住。平成 22 年１月に古間木小学校の校
長として赴任。平成 21 年７月から同校の学校支援
活動推進事業を始め、学校と地域が一体となった子
どもの育成を続ける。
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市内小中学校の児童・生徒総数の変化

小学校

中学校

年　度

H19 H20 H21 H22 H23 H24

3000

2500

1500

1250

他学区通学・区域外就学児童生徒数の変化

他学区通学

区域外就学（他市町村から三沢市へ）

年　度

H19 H20 H21 H22 H23

500

150

200

0

人 人

人 人

区域外就学（三沢市から他市町村へ）

第五中

第三中

第一中
第二中

堀口中

三川目小
三沢小

おおぞら小

岡三沢小

木崎野小上久保小

古間木小

増
え
続
け
る
他
学
区
通
学

　

小
中
学
校
に
対
す
る
「
通
学
区

域
」
と
し
て
、
地
域
は
長
年
に
わ

た
り
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
移

転
に
な
っ
た
学
校
を
除
け
ば
、
そ

の
地
域
に
暮
ら
し
て
い
る
家
族

は
、
祖
父
母
か
ら
孫
ま
で
同
じ
学

校
に
通
い
、
学
校
の
同
級
生
は
地

域
に
暮
ら
す
幼
馴
染
と
し
て
育
っ

て
き
た
。

　
「
通
学
区
域
」
と
は
、
学
校
ご

と
に
割
り
当
て
ら
れ
た
、
そ
の
学

校
に
就
学
す
べ
き
児
童
・
生
徒
が

住
む
区
域
の
こ
と
。三
沢
市
で
は
、

各
小
中
学
校
に
通
学
区
域
を
設
定

し
て
い
る
た
め
、
原
則
と
し
て
指

定
の
学
校
へ
就
学
・
通
学
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
別

な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
保
護
者

が
市
ま
た
は
他
市
町
村
の
教
育
委

員
会
に
申
し
立
て
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
、
市
教
育
委
員
会
で
は
下

記
の
承
認
基
準
に
基
づ
い
て
審
査

し
、
そ
の
理
由
が
適
当
と
認
め
る

場
合
に
限
り
、
指
定
し
た
通
学
区

域
を
変
更
す
る
こ
と
を
許
可
し
て

い
る
。

　

三
沢
市
に
お
い
て
も
少
子
化
の

影
響
は
大
き
く
、
年
々
児
童
・
生

徒
数
は
減
少
。
特
に
小
学
校
に
通

う
児
童
は
、
過
去
５
年
間
に
市
内

全
体
で
３
７
３
人
も
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
そ
ん
な
中
で
、
通
学
区

域
の
異
な
る
他
学
区
へ
の
通
学
を

希
望
す
る
児
童
・
生
徒
は
年
々
増

え
て
い
る
。

　三沢市では、通学区域を指定して

いるため、原則、指定の学校へ就学

しなければなりませんが、特別な事

情がある場合は保護者が教育委員会

に申し立てができることになってい

ます。

三沢市の通学区域

他学区通学

　三沢市内に住民登録がある子どもが、指定学校以外

の市内小中学校を希望して通学すること。市教育委員

会へ「他学区通学承認申請書」による申請が必要。

区域外就学

　三沢市内に住民登録がある子どもが、他市町村の公

立・県立・私立小中学校を希望して通学すること。ま

たはその逆。所定の手続きが必要。
事　　　　案 必要手続

市内に住民登録があり
他市町村の公立小中学校へ通学を希望

学校が所在する
他市町村の教育委員会へ申請

市内に住民登録があり
県立・私立小中学校へ通学を希望

市教育委員会へ「区域外就学
届」を提出

市外に住民登録があり
市内の小中学校へ通学を希望

市教育委員会へ「区域外就学
願」と住民票謄本を提出

問い合わせ先　教育総務課（内線 233）

他学区通学・区域外就学

三沢市の他学区通学承認基準（平成 24 年度）
他学区からの通学希望

事由 承認となる要件 承認期間

地理・転居

①転居によるもの

　▶小学校および中学校の最高学年に在学し、転居により就学校が変更になるとき

　▶学期中途において、転居により就学校が変更になるとき

学年末まで

学期末まで

②おおむね６カ月以内に転居予定のあるもの

指定期日まで

③地理的条件の特異性により、通学等の安全性を考慮する必要があると認められるもの

身体 病弱および肢体不自由等の障害を有し、通学・通院等の安全性および便宜を考慮する必要があると認められるもの

家庭環境
①保護者の共働き等により、下校後の自宅保育に欠けると認められるもの

②保護者の疾病・離婚および反社会的行為（サラ金、暴力等からの逃避）により教育的配慮が必要なもの

いじめ等 いじめ等により、児童・生徒および保護者に精神的肉体的負担を課し、義務教育に支障を来たすと認められるもの

その他

①同一世帯の２以上の児童・生徒の就学校が異なり、保護者から同一校への就学希望があったとき

②家庭の事情等により、就学校の変更が児童・生徒および保護者に過重な負担となることが明白であると認められるとき

③その他、特にやむを得ないと教育委員会が認めた場合

※詳しくは教育総務課（内線 233）へお問い合わせください

小
中
学
校
と
地
域

中学校の通学区域

小学校の通学区域
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子
ど
も
を
育
て
る
力

　
今
は
昔
に
比
べ
て
、
個
人
で

簡
単
に
多
く
の
情
報
（
知
識
）

が
手
に
入
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
弱
体
化
し
つ
つ
あ
り
、

町
内
会
の
加
入
率
は
年
々
減
少

し
て
い
る
。
子
ど
も
は
大
人
の

姿
を
見
て
育
つ
も
の
。
近
所
付

き
合
い
が
希
薄
化
す
る
現
代
で

育
つ
子
ど
も
た
ち
は
、
将
来
、

上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
き
る
大
人
に
な
っ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
か
。

　
地
域
は
古
く
か
ら
子
ど
も

を
「
見
守
る
」
役
割
を
果
た
し

て
き
た
が
、
住
む
人
々
が
先
代

か
ら
受
け
継
ぎ
、
ま
た
新
た
に

得
た
経
験
や
知
識
、
技
術
を
次

の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

「
育
て
る
」
大
き
な
役
割
。
そ

れ
は
高
齢
者
に
と
っ
て
は
新
た

な
生
き
が
い
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
生
き
た
学
び
。ま
た
、

自
分
の
親
や
先
生
以
外
の
大
人

か
ら
教
わ
る
こ
と
で
、
知
識
や

技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
道
徳
や
礼

儀
、
社
会
と
い
っ
た
も
の
が
自

然
と
身
に
付
い
て
い
く
こ
と
だ

ろ
う
。

　
地
域
が
持
つ
大
き
く
温
か
い

チ
カ
ラ
が
、
古
間
木
地
域
を
は

じ
め
と
す
る
市
内
各
地
で
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
い
る
。

【
特
集
】
地
域
の
チ
カ
ラ
Ⅱ  

完

Ｑ
就
学
校
を
自
由
に

　

選
択
で
き
ま
す
か
？

Ａ
　できません。

　公立の小中学校の通学制度につい

ては、各自治体の教育委員会で定め

られており、全国の中には「選択制」

や「希望制」を採用している自治体

もあります。ただし、三沢市の公立

学校は、住民登録地の住所で小中学

校の通学区域を定める「指定学区制」

であり、特別な事情がある場合を除

き、通学する小中学校は指定されて

います。

Ｑ
学
年
の
途
中
で
引
っ
越
し
を
し
た
ら
、

　

指
定
校
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？

Ａ
　転居後の住所の指定校へ転校する

場合は、申請は必要ありません。

　転居後も、前住所の指定校へ通学

を希望する場合は、申請が必要です。

ただし、最高学年（中学校３年、小

学校６年）は卒業時まで、それ以外

の学年は転居時の学期の末までの期

限で通学が許可されます。

Ｑ
現
住
所
地
と
転
居
予
定
地
の

　

指
定
校
が
異
な
り
ま
す
。

　

転
居
前
に
、
次
の
指
定
校
に

　

通
学
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
　転居予定地の指定校へ就学する場

合、転居前に通学することは可能で

す。

　ただし、事前に、建築確認申請書

や賃貸借契約書の写しなどを添付し

た申請が必要です。許可された場合

は、予定地へ転居する６カ月前から

通学できます。

Ｑ
県
立
や
私
立
の
中
学
校
に

　

進
学
さ
せ
た
い
の
で
す
が

　
　
　

申
請
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
　申請は必要ありませんが、届出が

必要です。

　県立や私立の中学校は三沢市外の

学校となりますので、「区域外就学届」

を市教育委員会に提出してください。

また、その際には就学を証明する書

類（就学予定を証明する書類、在籍

を証明するもの）の添付が必要です。

Ｑ
指
定
さ
れ
た
中
学
校
に

　

希
望
す
る
部
活
動
が
な
い
の
で
、

　

別
の
中
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
き
ま
す
か
？

Ａ
　既に、希望する部活動種目におけ

る１年以上の活動実績があり、児童・

生徒に強い意志がある場合は、希望

する部活動があり自宅に最も近い中

学校に進学することができる場合が

あります。

Ｑ
平
成
25
年
度
の
他
学
区
通
学
・

　

区
域
外
就
学
の
申
請
は

　
　

い
つ
か
ら
で
き
ま
す
か
？

Ａ
　平成 25 年度分の他学区通学・区域外就学の申

請受付期間は以下のとおりです。

小学校新入学生　10 月１日～ 12 月 28 日

中学校新入学生　 ９月１日～ 11 月 30 日

その他の学年生　12 月１日～平成 25 年１月 31 日

※ただし、新入学の兄弟がいる場合の申請は、新

　入学生・その他の学年生分を同時に受け付けま

　す。

知
っ
て
い
ま
す
か
？
通
学
区
域
の
こ
と

あ
り
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
欠

か
せ
な
い
。

　

一
方
で
、
少
子
化
や
人
口
の
減

少
か
ら
児
童
数
が
少
な
く
な
り
小

学
校
が
統
合
す
る
な
ど
、
時
代
の

流
れ
や
社
会
情
勢
に
よ
っ
て
子
ど

も
が
育
つ
環
境
は
刻
々
と
変
化
し

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
が
健
全
か
つ
安

全
に
成
長
す
る
た
め
に
は
ど
う
し

て
も
や
む
を
得
ず
、
別
の
地
域
の

学
校
へ
の
就
学
を
選
ば
ざ
る
を
得

な
い
場
合
も
あ
る
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
先

の
長
い
人
生
を
生
き
て
い
く
上
で

大
切
な
こ
と
を
し
っ
か
り
と
学
び

な
が
ら
育
っ
て
い
け
る
。
そ
ん
な

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
周
囲
の

大
人
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

　市教育委員会では、学校に行くことができ

ない児童生徒やその保護者からの悩み・不安

などの相談に応じるとともに、児童生徒の学

習指導にあたる「教育相談室」を設けています。

　児童生徒の社会的集団活動や学習の機会を

十分に得られるよう、経験豊富な教育相談員

と適応指導員が対応しますので、お気軽にご

相談ください。

日　時　毎週月～金曜日 8:15 ～ 16:00

場　所　国際交流教育センター内教育相談室

※相談は電話、来訪、訪問いずれの形でも構

　いません。

★相談・問い合わせ先

　　　　　　　　　教育相談室（☎ 53-6060）

教　育　相　談　室
学
校
、
家
庭
と
地
域
社
会

　

学
校
教
育
法
に
は
、
義
務
教
育

と
し
て
行
わ
れ
る
普
通
教
育
の
目

標
の
一
つ
と
し
て
「
学
校
内
外
に

お
け
る
社
会
的
活
動
を
促
進
し
、

自
主
、自
律
お
よ
び
協
同
の
精
神
、

規
範
意
識
、
公
正
な
判
断
力
並
び

に
公
共
の
精
神
に
基
づ
き
主
体
的

に
社
会
の
形
成
に
参
画
し
、
そ
の

発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ

と
」
と
あ
る
。

　

学
校
外
に
あ
る
地
域
社
会
と
の

関
わ
り
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主

性
や
協
調
性
、
道
徳
と
い
っ
た
精

神
的
成
長
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い

要
素
。
ま
た
、
土
地
に
は
自
然
や

人
々
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
独

特
の
気
質
や
生
活
習
慣
と
い
っ
た

地
域
性
が
あ
る
。
小
中
学
校
に

は
、
地
域
性
を
生
か
し
た
、
そ
の

学
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
学
び
が

★問い合わせ先　教育総務課（内線 233）
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三
沢
市
も
高
齢
化
社
会
の
例
外

で
は
無
く
、
減
少
す
る
人
口
と
は

反
比
例
し
て
一
人
暮
ら
し
を
す
る

高
齢
者
は
年
々
増
え
続
け
て
い

る
。
６
月
末
時
点
に
お
け
る
65
歳

以
上
の
人
口
は
全
体
の
20
・
５
％

を
占
め
る
。

　

阪
神
淡
路
と
東
日
本
。
２
つ
の

大
震
災
で
、
被
災
し
た
人
々
を
助

け
る
た
め
に
大
き
な
力
を
発
揮
し

た
の
は
自
主
防
災
組
織
や
町
内
会

ら
地
域
の
人
々
だ
っ
た
。
ま
た
、

日
常
生
活
の
中
で
の
異
変
に
一
早

く
気
付
け
る
の
は
、
付
き
合
い
を

続
け
る
「
ご
近
所
さ
ん
」
か
も
知

れ
な
い
。
日
常
で
築
い
た
互
い
に

助
け
合
う
信
頼
関
係
は
、生
活
を
、

命
を
助
け
合
う
身
近
で
大
き
な
力

と
な
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
事
業

を
一
つ
の
契
機
に
「
地
域
の
つ
な

が
り
」が
見
直
さ
れ
始
め
て
い
る
。

地域で見守る
　支援の仕組み

　

本
事
業
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ

は
支
援
者
で
あ
る
「
ご
近
所
サ

ポ
ー
タ
ー
」。
要
支
援
者
と
普
段

か
ら
親
し
い
間
柄
に
あ
る
地
域
の

方
に
依
頼
し
、
生
活
や
健
康
を
日

頃
か
ら
見
守
り
、
災
害
時
は
一
緒

に
避
難
活
動
を
す
る
。
広
範
囲
を

一
人
で
担
当
し
て
い
る
従
来
の
地

域
委
員
ら
と
は
異
な
り
、
一
人
に

対
し
て
一
人
が
即
座
に
対
応
で
き

る
た
め
、
緊
急
時
の
対
応
や
細
か

な
ケ
ア
に
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
主
に
町
内
会
長
が
務
め

る
地
域
福
祉
協
力
員
は
、
ご
近
所

サ
ポ
ー
タ
ー
と
社
会
福
祉
協
議
会

の
間
を
結
び
、
課
題
解
決
や
取
り

ま
と
め
、
連
絡
な
ど
の
役
割
を
果

た
す
。

町内会

地域包括
支援センター

市役所

生 活 支 援　除雪や買い物などの手助け
健 康 支 援　健康状態に応じて情報提供や連絡
災 害 支 援　自力で避難できない方への支援
　 　 　 　　家族から支援が得られない方への支援
社会参加支援　地域の一員としての活動への支援
　 　 　 　　町内会行事への参加支援

支援対象者
一人暮らしの高齢者・障害者

ご近所
サポーター

支援対象者
・一人暮らし

・ディ週１回

・除雪が大変

ご近所
サポーター

アパート

お茶友だち

支援対象者
・災害要援護者

・歩行困難

・配食サービス

・息子が週１回訪問

公　園
一時避難場所

ご近所
サポーター

ご近所
サポーター

町内会長

集会施設
避難場所

ご近所サポーター
　一人暮らしをする高齢者や障害者である支援対象者１人に対して、同

じ地域から１人以上がボランティアで登録。日頃から声をかけたり、よ

き話し相手・相談相手になるほか、困っているときには手助けしたり、

災害時には一緒に避難するなどのサポートをします。

地域支援マップ
　聞き取りした情報を元に、支援対象者の特徴や生活

スタイル、ご近所サポーターの所在、連絡先などを地

域ごとに記載した地図。地域の支援状況を把握します。

INTERVIEW

　「支援を必要とする方を地域で見守り支え合

う仕組み作り」という大きな使命を受けて始め

た事業ですが、１つの団体だけでは実現できる

ことではありません。町内会をはじめ地域の皆

さんや市、地域包括支援センターなど多くの人

と連携協力し、互いに話をしながら手探りで進

めています。その中でも、要支援対象の方と直

接お会いしてお話を聞く実態調査は絶対に必要

と考え、１軒１軒まわってきました。何気ない

会話からも得られる情報はたくさんあります。

　この事業を進める中で強く感じたのは、町内

町内会や地域の皆さんの協力を強く感じました

菊
き く ち

池　弘
ひろよし

義さん

社会福祉協議会

会や地域の皆さんがとても協力的だったこと。

町内会を通じて事業を理解し、既に見守ってい

る方もいましたが、この事業でつながりや役割

を明確にすることでさらに支援の効果が期待で

きるのではないでしょうか。地域で助け合うこ

とに対する皆さんの意識が、東日本大震災以降、

より高まってきていることを感じます。

　今後も市内全域での実施を目指していきます

ので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

また、町内会未加入の方も、この機会にぜひ加

入を検討していただきたいと思います。

　

具
体
的
な
内
容
は
、
ま
ず
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
、
要
支
援
対
象
世
帯
の
も
と
に

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
が
訪
問

し
、
緊
急
連
絡
先
や
か
か
り
つ
け

医
、
信
頼
で
き
る
ご
近
所
の
方
、

困
り
事
な
ど
、
生
活
の
実
態
を
直

接
聞
き
取
り
調
査
。
次
に
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
地
域
ご
と
に
集
約

し
、
町
内
会
と
と
も
に
整
理
。
要

支
援
者
一
人
に
対
し
て
一
人
以
上

の
支
援
者「
ご
近
所
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
設
定
す
る
。
さ
ら
に
、
必
要
と

す
る
支
援
内
容
が
一
目
で
わ
か
る

「
地
域
支
援
マ
ッ
プ
」
や
緊
急
連

絡
簿
を
作
成
し
て
要
支
援
者
や
支

援
者
、
町
内
会
に
配
り
、
地
域
全

体
で
の
支
援
体
制
を
確
立
す
る
。

　

今
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

『
地
域
き
ず
な
・
支
え
あ
い
事
業
』

は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
支
援

を
必
要
と
す
る
人
々
を
地
域
の

「
ご
近
所
」
で
支
え
合
い
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
作
ろ
う

と
い
う
事
業
だ
。
ご
近
所
付
き
合

い
の
希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

昨
年
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
。

社
会
的
に
弱
い
人
々
が
避
難
で
き

ず
取
り
残
さ
れ
る
危
険
性
を
感
じ

た
社
会
福
祉
協
議
会
が
町
内
会
や

市
と
「
協
働
」
し
て
進
め
、
今
年

度
は
市
内
６
つ
の
町
内
を
モ
デ
ル

地
区
と
し
て
、
試
験
的
に
実
施
。

そ
の
中
で
生
ま
れ
た
課
題
を
改
善

し
な
が
ら
、
お
お
む
ね
５
年
間
で

市
内
全
町
内
で
の
仕
組
み
作
り
を

目
指
し
て
い
る
。

地域きずな・支えあい事業

　町内会をはじめとする地域の人々と社会福祉協議会、市が連携して、支援を必

要とする人々を支え合う仕組み作りをする事業。今年度は、春日台３丁目、千代

田町、美野原３丁目、花園町、前平、六川目の６町内会をモデル地区として試験

的に実施。問題点を改善しながら、今後５年間で市内全町内会での実施を目指す。

～ご近所の力 in Misawa ～

社会福祉協議会

地域福祉協力員
　各町内会から推薦を受けて社会福祉協議

会から委嘱された、福祉に理解と熱意があ

る地域の方。ご近所サポーターと連携しな

がら意見・情報を交換し、地域に住む人々

が主体となった見守り支え合う体制を作る。

▶
モ
デ
ル
地
域
の
各
町
内
で
行
わ
れ
た
事

　
業
説
明
会
（
写
真
は
千
代
田
町
）

▲
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
を
訪
れ
実
態
調

　
査
を
行
う
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

人口と一人暮らし高齢者数の変化

年　　度

H20 H21 H22 H23 H24

1200

800

44000

42000

一人暮らし高齢者数
（65 歳以上）

三沢市の人口

き
ず
な
の
再
生

※児童の登下校の見守りや

　花壇の水やり、防災訓練

　への参加など、支援対象

　者である高齢者にもでき

　る社会参加をお願いして

　いきます。

人人
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採択が決定した 11 の市民提案事業

　三沢市では、地域の皆さんと行政による
「協働のまちづくり」を推進しています。
　住みよい地域社会を実現するため、ＮＰ
Ｏやボランティアグループなどの団体が自
主的・自発的に行う活動に必要な経費を市
が補助する「協働のまちづくり市民提案事
業」を募集したところ、12 件の提案があ
りました。提案は市内の企業や団体、「協
働のまちづくり市民会議」委員などからな
る審査委員によって審査され、11 の事業
が採択。これらの事業は、市の補助を受け、
平成 25 年２月末までに実施される予定で
す。

小川原湖親水体験カヌースクール
小川原湖は市の貴重な観光資源。
カヌーを使った親水体験を地元の
児童に提供することで、豊かな心
を育みつつ、親水スポットとして
全国に情報発信する礎を築く。

小川原湖ロマン会議

ハートフルコンサート
入院患者や地域の皆さんに安らぎ
と希望を提供するため、市立三沢
病院で毎月開催するハートフルコ
ンサートを継続し、気軽に音楽を
楽しめるまちづくりを目指す。

ハートフルコンサート実行委員会

寺山修司市民大学
寺山修司の世界をわかりやすく学
べる短歌・教養講座を開設。修司
を身近に感じられるよう、市のア
イデンティティーの一つとして情
報発信する。

寺山修司五月会

ノルディックウォーキングで
介護保険に頼らない健康作りフォーラム

家族介護者が介護保険に頼らず自
己の健康管理を実践するため、ノ
ルディックポールを使って市内を
散策し、指導者も育成する。

家族介護者の会

小学校安全パトロールでつなぐ地域交流の輪
高齢者の健康と生きがい作りの一
環として、市内小学校の巡回パト
ロールを実施。あいさつと巡回に
よって児童の安全を確保しなが
ら、地域交流の輪を広げる。

ＮＰＯ法人マン・パワー

「諦めず挑戦、その先に見える夢と希望」
被災しながらも諦めずにカキの養
殖を営む方を講師に迎え、その試
練、修練を聞き、挑戦することの
意味をより多くの方に見出しても
らう講演会を開催する。

社団法人 三沢青年会議所

安全確保プロジェクト
通学路などの危険個所を検証・集
約した安全マップを見直し、災害
時避難場所や AED 設置場所を記
載した緊急災害時安全マップを作
成するほか、災害時講習会を実施。

三沢市連合ＰＴＡ

三沢市の資源、温泉を考えよう
三沢市に数多くある温泉は健康を
増進するだけでなく、コミュニ
ケーションを生み出す資源。利用
状況を調べ、みんなが楽しくでき
る健康づくりや活用法を考える。

特定非営利活動法人  テイクオフみさわ

森の幼稚園 in 青森
北欧で始まった、自然環境の中で
幼児教育や保育をする「森の幼稚
園」を青森で初めて実施。幼児の
感覚や感性を引き出しながら、指
導者も育成する。

小川原湖自然楽校

地域でつくる安全・安心なまちづくり
古間木駐在所区域の巡回運動や立
て看板などを設置して、地域に住
む一人一人の防犯意識を高め、犯
罪の無い明るい地域づくりを目指
す。

古間木駐在所連絡協議会

さつきロード整備
毎年整備するコスモスロードを延
長し、新たに三沢市の花である「さ
つき」などを植える「さつきロー
ド」を整備。自転車、車、歩行者
等多くの人々の目を楽しませる。

航空自衛隊三沢基地 OB 会
　市民活動ネットワークセンターみさわ（旧ふれあいの館）は、

市民活動やボランティア活動をする方への情報提供や団体同

士の交流など、市民活動を支援する拠点として３月に生まれ

変わり、現在、さまざまな団体によって利活用されています。

　そこで、より一層、地域の皆さんが親しみを持ち、誰でも

気軽に立ち寄れるような施設を目指し、「愛称」を募集します！

たくさんのご応募、お待ちしています。

市民活動ネットワークセンターみさわ

応募方法　愛称と命名した理由、住所、氏名、年齢、電話番号を明

　　　　　記したはがき、ＦＡＸ、または Email でご応募下さい。

　　　　　応募用紙は自由です。１人何点でも応募できますが、未

　　　　　発表のものに限ります。

応募締切　８月 31 日（金）

応  募  先　市民活動ネットワークセンターみさわ

　　　　　〒 033-0037 三沢市松園町 2-1-62

　　　　　FAX  52-7083　Email  network@mctvnet.ne.jp

問い合わせ先　広報広聴課市民協働推進係（内線 215）

愛称を募集します！

「協働」によるまちづくり

　地域に住む個人（＝市民）や町

内会、NPO 法人、ボランティア団体、

市役所などが、対等な立場で連携

協力して地域の課題解決に取り組

む「まちづくり」の手法の一つです。

「協働」とは？

　地方をとりまく社会情勢や環境が大きく変化する中

で、地域の課題やニーズも複雑化、多様化しています。

　それぞれのニーズに対応した行政サービスを提供す

ることが困難になっていることから、福祉や環境、防災・

防犯などのまちづくりへの市民参加が必要となってき

ています。

なぜ今「協働」なのか？

各団体・個人が補完し合って
持続可能なコミュニティへ

（地域力の向上、住みよい暮らしの実現）

地域の将来像
地域の課題解決

町内会 ＮＰＯ
ボランティア団体

企　業
商店街

市　民

行　政

教育機関
ＰＴＡ

社会福祉協議会

地域の対話のテーブル

協働のまちづくり市民提案事業
決定しました

が

市政の動き
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起業のアイディアは
あるが、何から準備し
たらいいかわからない

ビジネスプランを
作ったが、アドバイ
スがほしい

創業に
関心が
ある

創業を
具体的に
検討している

・アイディアの検証
・事業計画の作成
・事業計画の分析

・資金計画作成
・資金調達実行

広 告広 告

「夢」創業・起業を応援します！

産業政策課（内線 224）

　創業や起業を検討している方に対し、インキュベー
ション・マネージャー（※）が無料でアドバイスを行い、
支援します。

対 象 者　青森県内で起業に関心がある方や起業を志す
　 　 　　方、新たに事業を始められる方、事業を開始
　 　 　　して間もない方
相談日時　毎月第３・第５週目の木曜日
　　　　　① 13:30 ～② 14:00 ～③ 15:00 ～
相談場所　三沢市役所または三沢市商工会
申込期限　相談日の３日前まで
申し込み・問い合わせ先　産業政策課（内線 224）
※事前予約が必要です。

ウェナッチバレー姉妹都市
　　友好親善使節団がやってきます

国際交流課課（☎ 51-1255）

　８月 22 日（水）から 26 日（日）まで、東ウェナッ
チ市議会議員を団長とした総勢 21 人の友好親善使節団
が、姉妹都市交流のため三沢市にやってきます。
　使節団は期間中、三沢まつりなどに参加して日本文化
を体験するとともに、
皆さんと交流し、友好
を 深 め る 予 定 で す の
で、温かいご声援やご
協力をお願いします。

友好親善使節団来訪スケジュール

８月 22 日（水） 国際交流教育センターで歓迎セレモニー

８月 23 日（木） 国際交流教育センターで日本文化体験

８月 24 日（金） 市内観光、三沢まつり山車運行参加

８月 25 日（土） 三沢まつり国際カーニバルパレード参加

姉妹都市友好親善使節団
交流員を募集します

国際交流課（☎ 51-1255）

　本年 10 月に、姉妹都市友好親善使節団交流員として
ウェナッチバレーへ派遣される交流員を募集します。
派遣期間　10 月３日（水）～ 10 日（水）の８日間
参加費用　旅行代金の半額（20 万円程度）
応募条件　①市内に住所があること
　　　　　②ウェナッチバレー親善使節団のホームステ
　　　　　　イ受け入れ経験がある、または受け入れが
　　　　　　可能であること
　　　　　③会社に勤務または団体などに所属している
　　　　　　場合は、所属長からの推薦が得られること
応募締切　８月 15 日（水）
※やむなく、締め切りを過ぎて申し込みをする場合は、
　事前にご連絡ください。
申し込み・問い合わせ先
　姉妹都市委員会事務局〔国際交流課〕（☎ 51-1255）

障害児福祉手当・特別障害者手当があります
家庭福祉課（☎ 51-8772）

障害児福祉手当
　20 歳未満で、精神または身体に重度の障害
があり、日常生活で常に介護を必要とする、在
宅の障害児に支給される手当です。
支給額　月額１万 4,280 円
　　　　（10 月支給分からは月額１万 4,200 円）
※次に該当する人を除きます。
①施設に入所している人
②障害を支給事由とする年金の給付を受けてい
　る人
③本人または扶養義務者の所得が一定以上の人

特別障害者手当
　20 歳以上で、精神または身体の障害が重複
するなど、日常生活で常に特別な介護を必要と
する、在宅の重度障害者に支給される手当です。
支給額　月額２万 6,260 円
　　　　（10 月支給分からは月額２万 6,100 円）
※次に該当する人を除きます。
①施設に入所している人
②病院などに３カ月を超えて入院している人
③本人または配偶者、扶養義務者の所得が一定
　以上の人

海区漁業調整委員会委員選挙人名簿
　　　　　への登載申請を忘れずに

選挙管理委員会事務局（内線 308・309）

　海区漁業調整委員会委員選挙人名簿は、毎年、９月１
日現在で資格を持つ方の申請に基づいて作成されます。
次の資格要件に該当する方は、期間内に選挙管理委員会
へ申請してください。（浜通り地区は町内会経由でも可）
資格要件
①平成４年 12 月６日以前の出生者であること
②市内に住所または事業所があること
③１年に 90 日以上漁船を使用する漁業者、または漁業
　従事者であること（海そう漁業を除く）
④海区漁業調整委員会の委員または漁業協同組合もしく
　は漁業協同組合連合会の役員に就任後、③に該当しな
　くなった人
※④に該当する人は委員または役員で、その任期中およ
　び退任後初めて行われる選挙に限ります。
申請期間　９月１日（土）～５日（水）

　ご遺族、地域の皆さんの参加をお待ちしています。な
お、献花用の生花は主催者で用意します。
日　時　８月 17 日（金）
　　　　10:00 ～（受付 9:00 ～）
場　所　招和台（浜三沢）
　　　　※雨天時は三沢小学校体育館

戦没者追悼式を行います
戦没者追悼式実行委員会〔生活安全課〕（内線 313）

　全国屈指の漁獲量を誇るほっき貝に、市内各店舗が独

自の調理法や味付けで創意工夫を凝らした「三沢ほっき

丼」がご当地グルメとして定着してきました。また、東

北トップクラスの豚肉処理量を誇る市食肉処理センター

で生産されるパイカ肉を使った、鍋や丼、ラーメン、カ

レーなどの「パイカ料理」も１年を通じて味わえる新た

なグルメとして人気が出つつあります。

　市では、この２つの料理を三沢のご当地グルメとして、

さらに大きくＰＲし、また、「寺山修司ゆかりの地」と

して、寺山修司が好んだ料理や縁ある料理なども年度内

に展開する予定です。

　そこで、これらの料理を自店のメニューに加える店舗・

事業者を募集します！希望する方や興味のある方は、ぜ

ひご連絡ください。三沢市の「食」を盛り上げましょう！

※昨年度「三沢ほっき丼」参加店には直接ご連絡します。

募集期限　８月 24 日（金）

応募・問い合わせ先　観光物産課（内線 523）

「三沢ほっき丼」「パイカ料理」の新規参加店を募集します！

※インキュベーション・
　マネージャー
創業・起業希望者を構想・
企画の段階から実際の創
業に至るまで一貫して支
援を行う専門家
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▲総合振興計画についての説明を受ける委員

広 告広 告 広 告広 告

政
策
調
整
課
（
内
線
５
３
１
）

　

７
月
12
日
、
市
役
所
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
こ
の
審
議
会
は
、
市
総

合
振
興
計
画
の
後
期
基
本
計
画
を
策

定
す
る
に
当
た
り
、
市
内
の
企
業
・

団
体
等
代
表
者
ら
各
分
野
に
精
通
す

る
有
識
者
か
ら
指
導
や
助
言
を
求
め

る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
、
商
工
業
や
教
育
、
福
祉
、

文
化
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
各
分
野

か
ら
集
ま
っ
た
委
員
は
19
人
。
種
市

市
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
辞
令
が
手
渡

さ
れ
、
互
選
に
よ
り
会
長
に
は
竹
林

秋
雄
氏
（
商
工
会
長
）
が
、
副
会
長

に
は
下
谷
栄
治
氏
（
ま
ち
づ
く
り
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

市
総
合
振
興
計
画
は
基
本
構
想
と

基
本
計
画
、
実
施
計
画
か
ら
成
り
、

三
沢
市
総
合
計
画
審
議
会
の

　
　
　
　
　
　
第
１
回
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

三
沢
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
・
方
針
な
ど
を
示
す
も
の
。
平

成
20
年
度
か
ら
29
年
度
ま
で
の
計

画
期
間
の
う
ち
、
本
年
度
ま
で
は

前
期
基
本
計
画
と
し
て
▼
住
民
と

行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
▼
施
策
推
進
の
弾
力
的
運

用
と
見
直
し
▼
行
政
経
営
シ
ス
テ

ム
の
適
正
運
用
な
ど
に
特
に
力
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
か
ら
後
期
基
本
計
画

を
始
め
る
に
当
た
っ
て
、
本
年
度

は
こ
れ
ま
で
の
計
画
の
検
証
と
後

期
基
本
計
画
の
策
定
が
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

前
期
基
本
計
画
の
検
証
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
事
務
事
業
評
価
や
施
策
評
価
の

結
果
お
よ
び
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
寄
せ
ら

れ
た
ご
意
見
を
参
考
に
、
課
題
を

政
策
レ
ベ
ル
で
整
理
し
て
お
り
、

こ
れ
を
基
に
委
員
は
審
議
を
重

ね
、
後
期
基
本
計
画
の
素
案
が
作

成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
素
案
に
つ
い

て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見

を
求
め
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
９
月
に
実
施
予
定
と
の
こ
と
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
を
反
映
し

た
、
三
沢
市
の
今
後
５
年
間
の
計

画
が
策
定
さ
れ
ま
す
。

　

先
月
は
、
九
州
北
部
に
お
け

る
記
録
的
な
豪
雨
や
弘
前
市
に

お
け
る
竜
巻
な
ど
の
異
常
気
象

に
よ
り
、
多
く
の
犠
牲
者
や
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
昨
年
の

震
災
に
よ
る
被
災
地
と
し
て
、

被
害
に
見
舞
わ
れ
た
皆
さ
ま

に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
、
１
日
も
早
く
元
の
生
活

に
戻
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ

ん
は
、
夏
休
み
に
入
り
、
自
由

な
時
間
と
多
く
の
宿
題
に
囲
ま

れ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
夏
は
４
年
に
一
度
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
で
す
。
各
国
の
熱

戦
や
日
本
代
表
選
手
の
頑
張
り

に
つ
い
つ
い
熱
く
な
り
、
夜
更

か
し
を
し
て
、
体
調
を
崩
し
た

り
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉
幕
し
た

頃
に
は
、
三
沢
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、
こ
の
ま
ち
の
盛
夏
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
各
祭

礼
の
皆
さ
ん
が
自
主
制
作
さ
れ

た
山
車
は
、
年
々
き
ら
び
や
か

に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

結
束
力
が
増
し
て
き
て
い
る
も

の
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
祭

り
に
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
も
ご

覧
に
な
る
皆
さ
ん
も
、
ケ
ガ
の

な
い
よ
う
、大
い
に
楽
し
ん
で
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

昨
年
、一
昨
年
と
連
続
で「
暑

い
」
夏
と
な
り
、
記
録
的
な
猛

暑
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
年
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

祭
り
で
「
熱
い
」
夏
と
な
り
そ

う
で
す
ね
。
昨
年
は
、
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
の
世
界
一
で
、
国

民
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
活

躍
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
選
手
の
皆
さ

ん
の
災
害
に
負
け
な
い
よ
う
な

『
記
録
的
な
活
躍
』
で
、
再
び

国
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　

三
沢
市
長　

種
市
一
正

記
録
的
な
夏
に

東日本大震災の被害に寄せられた義援金・寄付金に心から感謝します
三沢市への義援金・寄付金については会計課（内線 301）、ほか義援金については生活安全課（内線 313）

　東日本大震災で三沢市が受けた甚大な被害の復旧・復
興のために、多くの企業・団体、個人の皆さまからいた
だいた義援金・寄付金は総額 8,924 万円を超え、その
全てを下表のとおり被災された方へお届けしました。

三沢市に寄せられた義援金・寄付金
被　災　状　況 数 被災された方にお届けした金額

家
屋
被
害

全　　　壊 16 世帯 2,440 万円　　

大規模半壊 14 世帯 1,890 万円　　

半　　　壊 8 世帯 595 万円　　

計 38 世帯 4,925 万円　　

漁 業 被 害 56 世帯 2,240 万円　　

農 業 被 害 27 世帯 1,110 万円　　

畜 産 被 害 9 世帯 280 万円　　

被 災 児 童 生 徒 16 人 160 万円　　

淋 代 保 育 所 1 施設 　　209 万 8,494 円　　

合　　計 8,924 万 8,494 円　　

※市への義援金の受付は３月 31 日をもって終了しました。

　また、青森県および日本赤十字社、ＮＨＫ共同募金会
などにもたくさんの義援金が寄せられました。青森県に
寄せられた約 17 億２千万円の義援金は、青森県東北地
方太平洋沖地震義援金分配委員会の決定に基づいて分配
され、三沢市には６月現在、７,486 万円の義援金が届
いています。
　皆さまからいただいたこの大切な義援金は、被災され
た方へ生活の一助となるよう被災状況に応じて全額をお
届けしました。皆さまに心からの感謝を申し上げます。

三沢市に分配された
青森県・日本赤十字社、ＮＨＫ共同募金会ほかの義援金

被　災　状　況 被災された方にお届けした金額

死亡者・住宅全壊者 4,482 万円　　

住 宅 半 壊 者 2,754 万４千円　　

被 災 児 童 249 万６千円　　

合　　計 7,486 万円　　

※日本赤十字社への義援金は受付継続中のため６月 30
　日現在の額です。

地域社会のために貢献している方を推薦してください
広報広聴課（内線 345）

　　　　　　　　　地域社会のために貢献している方に
　　　　　　　　贈られる「三沢市地域社会貢献者褒賞
　　　　　　　　（ハートフルみさわ賞）」候補者の推薦
　　　　　　　　をお待ちしています。

対 　 象　さまざまな分野において地道にこつこつとボ
　　　　　ランティア活動やまちづくり活動を行い、地
　　　　　域社会に貢献している個人または団体
資 格　三沢市に在住している個人、または市内に事
　 　　務所のある団体

推薦方法　市ホームページでダウンロードまたは広報広
　 　 　　聴課で配布する「三沢市地域社会貢献者褒賞
　 　 　　候補者推薦書」に必要事項を記入の上、直接
　 　 　　持参するか、郵送または FAX で提出してく
　 　 　　ださい。
提出締切　８月 31 日（金）
提 出 先　広報広聴課　市民協働推進係（内線 345）
　 　 　　〒 033-8666 三沢市桜町 1-1-38
　 　 　　FAX  52-5655
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◀
左
か
ら
山や

ま
や谷
薫ゆ

き
の乃
さ
ん
、
長

ち
ょ
う
な
ん南
千ち

の乃
さ
ん
、　

　
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
　
ジ
ェ
シ
カ
さ
ん

2012 小川原湖クイーンが決定！
みさわ小川原湖  湖水まつり ７月 22 日
　この日から８月 19 日まで湖水浴が解禁となった小川原湖

に大勢の家族連れなどが訪れ、カヌー体験教室やアクション・

バンド・ダンスショーなどの各種イベントを楽しみました。

　中でも注目されたのは、「2012 小川原湖クイーン」の発

表。ティアラを付けて登場した３人のクイーンは、会場から

歓声と拍手で祝福され、笑顔で応えていました。今後１年間、

イベントなどに参加し、三沢市の観光・物産ＰＲのお手伝い

をすることとなるクイーンの１人、長南千乃さんは「とにか

く三沢市に貢献したいです。ＳＮＳを利用した情報発信で少

しでも三沢市に興味を持ってもらえるよう活動していきたい

です」と意気込みを話してくれました。

◀
三
沢
特
有
の
「
や
ま
せ
」
を
よ
け
る
「
つ
い

　
た
て
」
を
立
て
な
が
ら
松
を
植
え
る
参
加
者

淋代海岸に植えられたクロマツ
東芝「150 万本の森作り」植林会 ６月 23 日
　「150 万本の森づくり」は、東芝グループが「未来の地球

を支える子どもたちに豊かな自然を届けたい」と願い行って

いる活動。全世界を対象に、森を育てる活動の一つとして

150 万本の植樹を進めています。

　今回は、昨年の東日本大震災で三沢市の海岸が被害を受け

たことから、復興支援としてこの淋代海岸に 800 本のクロ

マツの苗木の植林を計画。県内で東芝グループの工場がある

三沢と五所川原地域からボランティアで参加した同グループ

の社員とその家族、約 100 人が、上北地域県民局林業振興

課の職員から三沢市の防災林の役割や歴史、植林作業の説明

を受け、協力しながらクロマツの苗木を植えていきました。

甦った美しい砂浜
航空自衛隊  ビードルビーチ清掃活動 ７月７日
　航空自衛隊三沢基地では毎年、地域の環境美化に貢献する

ため、隊員とその家族らによるさまざまな無償の清掃活動を

行ってきましたが、昨年は東日本大震災の影響で実施できず、

今回は 2 年ぶりの活動として三沢ビードルビーチを清掃し

ました。

　事前に基地内で希望者を募り、この日、ボランティアで参

加した隊員と家族は約 200 人。小雨が降る中、雨具などに

身を包み、手にした清掃用具やごみ袋にごみや流木を手分け

して丁寧に拾い集めました。参加者の熱心な作業のおかげ

で、美しい砂浜の姿に戻った三沢ビードルビーチ。今年は８

月 19 日までの期間、遊泳や日光浴などを楽しむことができ

ます。

◀
流
木
や
震
災
の
が
れ
き
な
ど
を
家
族
で
丁
寧

　
に
拾
う
航
空
自
衛
隊
員

◀
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
市
健
康
福
祉
部

　
職
員
に
手
渡
さ
れ
る
プ
ラ
ン
タ
ー
花

心のこもった花の贈り物
プランター花の寄贈 ６月 19 日
　「障害を持った人たちでも何らかの形で社会に貢献した

い」。三沢市身体障害者福祉会の強い想いから、同会がいつ

もお世話になっているという総合社会福祉センターにプラン

ター花が寄贈されました。

　寄贈の約 1 週間前から会員らの手で 30 個のプランター

に植えられ、大事に育てられたマリーゴールド、ダリア、ル

ピナスの 3 種類、約 50 株の花。これらは全て多年草で、

今年咲き終わっても来年また新たな花を咲かせ、自然と数が

増えていくとのことです。

　寄贈後、同センターに２カ所ある出入り口へ設置された色

とりどりのプランター花は、子どもからお年寄りまで、多く

の利用者の心を癒してくれることでしょう。

◀
学
校
・
学
級
代
表
と
し
て
の
誇
り
を
か
け
、　

　
好
記
録
目
指
し
て
競
技
に
挑
む
選
手
た
ち

切磋琢磨して生まれる新記録
市内小学校陸上競技大会 ６月 22 日
　体育の授業における陸上競技種目で上位成績を修め選ばれ

た市内小学校 5・6 年生児童が、学校・学級代表としての誇

りを胸に市民の森陸上競技場へと集結しました。

　台風の影響で延期になったこの大会。当日もまだ肌寒さが

残っていましたが、選手たちは半袖短パンと元気いっぱい。

また、代表にふさわしい真剣な表情で短距離走、持久走、リ

レー、走幅跳びとボール投げの全 5 種目の競技に臨み、好

記録を目指して競い合いました。その結果、6 年生女子ボー

ル投げ種目において、おおぞら小学校の久保愛香さんが現大

会記録である 47 メートル 65 を破る 48 メートル 14 の新

記録を出し、見事大会記録を更新！久保さん、おめでとうご

ざいました。

陶器作りで親子仲睦まじく
親子 de 陶芸教室 ７月 21 日
　市民の森趣味の家において、陶芸教室が開催され、７組

15 人の親子が参加しました。

　今回は、丼や皿など参加者が希望する器を親子で協力して

作る教室。材料となる粘土をこね、土台に側面を組み合わせ

ながらおおまかな形を作り、最後は「ろくろ」を回しながら

均等な厚さと形に整えていく参加者たち。陶芸は初めてとい

う人も多く、普段から「趣味の家」に通い作品を作ってきた

先生に手伝ってもらい、親子互いに手や口を出しながら楽し

く個性豊かな陶器を完成させました。

　参加者の１組、渡邊実緒さん親子は今回が３回目の参加。

ペアのカップを作るため仲良く奮闘した実緒さんは「厚さを

同じにするのが難しかった」と感想を話してくれました。

◀
心
配
そ
う
に
の
ぞ
き
込
む
お
母
さ
ん
と
楽
し

　
そ
う
に
ろ
く
ろ
を
回
す
渡わ

た
な
べ邊
実み

お緒
さ
ん
（
右
）

※ホームページの「できごと通信」では、さらに多くの市内の出来事をご紹介しています！

　▶ http://www.city.misawa.lg.jp/

　高齢者の健康維持と生きがいを高めるため、また会員相互の親睦を深

めるために市老人クラブ連合会が主催するこの大会には毎年、市内各老

人クラブから多くの高齢者が参加しています。38 回目を数える今大会

にも 40 老人クラブ・約 550 人が参加。総合体育館で、手足やバラン

ス感覚など体機能のトレーニングも兼ねた全 9 競技を、1 日かけて楽し

みました。

　準備運動でしっかりと体をほぐした参

加者は老人クラブごとに 6 チームに分か

れて、競技を開始しました。大会事務局

が、体を案じて「80％の力で頑張ってく

ださいね」と呼びかける中でも、参加者

は元気いっぱい！応援席からも体育館に

響くほどの歓声があがっていました。

歓声の中、輝く地域の宝
市老連健康スポーツ大会 ６月 29 日

▶まるで運動会のような、仲間たちとの競技
　に自然と笑みがこぼれる

できごと

つうしん

◀珍プレー、好プレーに応援も熱が入り、割
　れんばかりの歓声があがる
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１日（水）・15 日（水）
９月５日（水）

13 時～ 16 時

21 日（火）
13 時～ 16 時

28 日（火）
13 時～ 16 時

20 日（月）
10 時～ 15 時

第２・４木
9 時 30 分～ 15 時

16 日（木）・30 日（木）
13 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 17 時

随時
電話相談可

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週火
10 時～ 15 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週土
9 時～ 11 時 30 分

毎週月～金
8 時 15 分～ 16 時

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

週
替
わ
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

週
毎
に
メ
ニ
ュ
ー
が
変
わ
る
科

学
実
験
工
房
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
全
部
制
覇
で
き
る
か
な
？

期　

間

化
石
レ
プ
リ
カ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

　
　
　
　
　

８
月
１
日
㈬
～
５
日
㈰

ス
ノ
ー
ド
ー
ム　

６
日
㈪
～
12
日
㈰

マ
ジ
ッ
ク
貯
金
箱

　
　
　
　
　
　
　

13
日
㈪
～
19
日
㈰

Ｕ
Ｖ
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　

20
日
㈪
～
31
日
㈮

と
こ
ろ　

科
学
実
験
工
房

※
時
間
、
定
員
、
参
加
料
な
ど
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館　

　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
７
７
７
）

病
院
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

三
沢
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会
が
出
演

と　

き　

８
月
５
日
㈰
16
時
～

と
こ
ろ　

三
沢
病
院
１
階
ロ
ビ
ー

曲　

目　

市
民
の
歌
他

▼
問　

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会　

成
田

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
６
０
９
７
）

わ
か
り
や
す
い
音
楽
会

ト
ト
ロ
の
お
話
に
歌
と
音
楽
を

と　

き　

８
月
５
日
㈰
11
時
～

と
こ
ろ　

ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
ミ
サ
ワ

入
場
料　

無
料

▼
問　

ミ
セ
ス
・
ビ
ー
ド
ル

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
１
３
９
５
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト

初
秋
を
感
じ
て

　

世
界
の
名
曲
、
日
本
の
秋
の
歌

な
ど
を
お
届
け
し
ま
す
。

と　

き　

９
月
１
日
㈯
18
時
～

　
　
　
　
　
　
（
開
場
17
時
30
分
）

と
こ
ろ　

公
会
堂
小
ホ
ー
ル

曲　

目　

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト「
ま
す
」

　
　
　
　

プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ

　
　
　
　

ア
リ
ア
他

入
場
料　

無
料

▼
問　

ル
リ
オ
・
コ
ン
チ
ェ
ル

テ
ィ
ー
ノ
（
☎
27
ー
６
９
２
７
）

市
民
の
森
ふ
る
さ
と
塾

紙
芝
居
と
ミ
ニ
縁
日

　

は
ま
な
す
の
会
に
よ
る
紙
芝
居

会
と
射
的
や
水
ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　

８
月
９
日
㈭
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

市
民
の
森　

趣
味
の
家

※
紙
芝
居
会
へ
の
参
加
は
無
料
。

▼
問　

ふ
る
さ
と
塾

（
☎
０
８
０
ー
１
６
９
４
ー
２
３
２
２
）

サ
イ
ク
リ
ン
グ
応
援
デ
ー

自
転
車
に
乗
っ
て
市
民
の
森
へ

　

当
日
、
自
転
車
に
乗
っ
て
、
市

民
の
森
総
合
運
動
公
園
管
理
棟
に

立
ち
寄
っ
た
方
へ
、
も
れ
な
く
応

援
の
ド
リ
ン
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
！

と　

き　

８
月
４
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
12
時

▼
問　

市
民
の
森
総
合
運
動
公
園

管
理
棟
（
☎
59
ー
２
２
２
１
）

ひ
だ
ま
り
サ
ロ
ン　

お
は
な
し
会

は
ま
な
す
の
会
に
よ
る
お
は
な
し

と　

き　

８
月
５
日
㈰
10
時
～

と
こ
ろ　

公
会
堂
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー

参
加
料　

無
料

▼
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

手
弁
当
学
び
講
座　

受
講
生
募
集

や
さ
し
い
生
け
花
教
室
（
小
原
流
）

と　

き　

９
月
12
日
・
26
日
、

　
　
　
　

10
月
10
日
・
24
日
、

　
　
　
　

11
月
７
日
・
21
日
の
㈬

　
　
　
　
　
　

18
時
30
分
～
20
時

と
こ
ろ　

公
会
堂

定　

員　

15
人

受
講
料　

１
回
１
０
０
０
円

申
込
締
切　

８
月
31
日
㈮

※
は
さ
み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

普
通
救
命
講
習
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

と　

き　

８
月
18
日
㈯
９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　

７
人
以
下
の
場
合
は
中
止

内　

容　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
や

　
　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
方
法
、

　
　
　
　

異
物
除
去
法
な
ど

受
講
料　

無
料

▼
申
問　

消
防
署
救
急
係

（
☎
54
ー
４
２
１
２
内
線
２
１
８
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

と　

き　

９
月
25
日
㈫
～
26
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
16
時

と
こ
ろ　

国
際
交
流
教
育
セ
ン
タ
ー

定　

員　

90
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

５
０
０
０
円

申
込
期
間　

８
月
６
日
㈪
～

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
７
日
㈮

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

　

申
込
書
に
受
講
料
を
添
え
て
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
（
☎
54
ー
４
２
７
９
）

極
真
空
手　

体
験
入
門

見
学
も
大
歓
迎
で
す
！

と　

き　

９
月
の
毎
週
㈭
19
時
～

と
こ
ろ　

武
道
館

対
象
者　

５
歳
以
上

参
加
料　

無
料

▼
問　

極
真
会
館
三
沢
道
場

（
☎
０
９
０
ー
２
６
０
８
ー
９
０
１
２
）

市
民
文
化
祭
展
示
部
門

展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す

と　

き　

11
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰

と
こ
ろ　

公
会
堂

対　

象　

高
校
生
以
上
の
市
民

募
集
作
品　

美
術
、
文
芸

申
込
期
限　

９
月
９
日
㈰

▼
申
問　

公
会
堂

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
８
７
１
１
）

集
ま
れ
永
遠
の
若
大
将
in
小
川
原
湖

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

カ
ヌ
ー
体
験
に
挑
戦
！

と　

き　

９
月
１
日
㈯
～
２
日
㈰

　
　
　
　

の
１
泊
２
日

と
こ
ろ　

公
立
小
川
原
湖
自
然
の

　
　
　
　

家
、
小
川
原
湖
周
辺

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
０
円

申
込
期
限　

８
月
22
日
（
水
）

※
水
着
、
防
風
着
、
入
浴
用
具
、

　

着
替
え
、室
内
用
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

　

シ
ュ
ー
ズ
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

　

さ
い
。

※
県
民
カ
レ
ッ
ジ
認
定
講
座
７
単

　

位
を
認
定
し
ま
す
。

申
問　

公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家

　
　
　
　
　
（
☎
56
ー
２
３
９
３
）

シ
ニ
ア
健
康
講
座

好
評
に
つ
き
第
２
弾
開
催
！

　

体
力
テ
ス
ト
に
基
づ
く
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健

康
な
心
と
体
づ
く
り
の
講
話
。

と　

き　

８
月
30
日
㈭

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

と
こ
ろ　

三
沢
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

対　

象　

50
歳
以
上
の
市
民

定　

員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
円
（
昼
食
代
）

申
込
締
切　

８
月
24
日
㈮

※
当
日
は
運
動
着
、
内
履
き
、
タ

　

オ
ル
、
水
分
補
給
用
ド
リ
ン
ク

　

を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

㈶
自
治
振
興
公
社　
　

　
　
　
　
　
（
☎
51
ー
１
９
３
０
）

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

平
成
24
年
度
試
験
を
実
施
し
ま
す

　

青
森
県
下
水
道
協
会
実
施
の
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
を

行
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
18
日
㈭
14
時
～

と
こ
ろ　

八
戸
市
総
合
福
祉
会
館

受
験
料　

８
０
０
０
円

受
付
期
間　

８
月
17
日
㈮
～

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
３
日
㈪

※
下
水
道
課
で
配
布
す
る
申
込
書

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

下
水
道
課
排
水
設
備
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
７
８
）

特
定
外
来
生
物
の
禁
止
事
項

遵
守
を
お
願
い
し
ま
す

　

オ
オ
ク
チ
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル

は
、
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
魚
で
、
飼
育
、
運
搬
、
野

外
へ
の
放
流
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
特
定
外
来
生
物
に
は
、
生
態
系

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
危
険
性

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
禁
止
事
項
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

外
国
を
産
地
と
す
る
外
来
生
物

を
飼
育
す
る
際
に
は
、
十
分
な
注

意
と
禁
止
事
項
の
順
守
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問　

環
境
衛
生
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
７
９
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

蔵
書
点
検
に
よ
る
特
別
休
館

　

新
シ
ス
テ
ム
へ
の
更
新
と
蔵
書

点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間　

９
月
18
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　

～
10
月
1
日
㈪

夏
休
み
イ
ベ
ン
ト　

調
べ
る
講
座

　

テ
ー
マ
を
決
め
て
調
べ
る
コ
ツ

を
学
び
、
ま
と
め
て
み
よ
う
。

と　

き　

８
月
11
日
㈯
15
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

申
込
締
切　

８
月
10
日
㈮

製
本
講
座
（
全
２
回
）

　

豆
本
を
作
っ
て
み
よ
う
！

と　

き

基
礎
講
座　

８
月
17
日
㈮
14
時
～

オ
リ
ジ
ナ
ル
豆
本
作
り

　
　
　
　
　

８
月
24
日
㈮
14
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

定　

員　

15
組
（
先
着
順
・

　
　
　
　
　
　

１
組
２
人
ま
で
）

申
込
締
切　

８
月
16
日
㈭

※
基
礎
講
座
の
み
の
参
加
も
可

館
長
＆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
ト
ー
ク

テ
ー
マ　

え
ほ
ん
と
と
も
だ
ち
！

と　

き　

８
月
18
日
㈯
13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

１
階
こ
ど
も
室

対　

象　

幼
児
・
児
童

図
書
館
シ
ネ
マ
（
上
映
会
）

タ
イ
ト
ル　

う
ご
く
絵
本
チ
ル
ビ
ー

と　

き　

８
月
11
日
㈯
13
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

※
参
加
料
は
全
て
無
料
で
す
。

▼
申
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

県
民
文
化
祭
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー

　

き
ら
び
や
か
な
衣
装
と
異
国
情

緒
あ
ふ
れ
る
魅
惑
の
ベ
リ
ー
ダ
ン

ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　

９
月
２
日
㈰

　
　
　
　
　
　

13
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　

公
会
堂　

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

▼
問　

H
appy Belly's

　
（
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
リ
ー
ズ
）
山
本

（
☎
０
８
０
ー
３
１
４
７
ー
８
２
８
１
）

●法律相談（法テラス青森主催）
問 法テラス青森（☎ 050-3383-5552）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名・受付条件あり

●法律相談（社会福祉協議会主催）
問 場 社会福祉協議会（☎ 52-3270）
※要電話予約・先着６名

●法律相談（市主催）
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名

●人権・行政相談
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室

●人権・困り事相談
問 人権・困り事相談所（☎ 52-7083）
場 市民活動ネットワークセンターみさわ（旧ふれあいの館）

●創業・起業相談（21 あおもり産業総合支援センター主催）
問 産業政策課（内 224）
場 市役所別館２階  図書室　※要電話予約

●教育相談
問 場 国際交流教育センター内教育相談室（☎ 53-6060）

●家庭児童・婦人相談
問 場 家庭福祉課（内 381）

●育児・子育て支援相談
問 場 三沢地域子育て支援センター（☎ 53-1176）
問 場 ぴこりんパーク（☎ 53-7772）

●育児・子育て支援相談
問 場 みさわファミリーサポートセンター（☎ 50-1518）

●消費者生活相談
問 県消費生活センター八戸相談室（☎ 0178-27-3381）

●警察安全相談
問 三沢警察署総務課（☎ 53-3145　内 217）

●犯罪被害者支援相談
問 青森県地方検察庁被害者ホットライン

（☎ 017-722-1234）

●がん・緩和ケア・医療相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

●介護・福祉相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内（☎ 51-1375）
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〒 033-0022

三
沢
市
大
字
三
沢
字

　
　
　
　

下
夕
沢
83
―

197

三
沢
空
港
事
務
所

　
　
　
　
管
理
課  

行

この面には、参加希
望者（小学生と保護
者）の氏名（フリガ
ナ）、生年月日、年齢、
職業、電話番号を記
入してください

往信（表） 往信（裏）

〒  参加希望者の郵便番号

参
加
希
望
者
の
住
所

参
加
希
望
者
の

　
　
　
　    

氏
名  

様

この面には、何も書
かないでください

返信（裏）返信（表）

募集種目 応募資格（H25.4.1 基準） 試験期日 試験場所

航空学生 男・女 高卒（見込み含む）
21 歳未満

９月 22 日
（土・祝） 北里大学

（十和田市）
一般候補生 男・女

18 歳以上 27 歳未満

９月 17 日
（月・祝）

自衛官
候補生

（任期制）

男 ９月 24 日（月）
　～ 25 日（火）

空自
三沢基地

女 ９月 26 日（水） 陸自
八戸駐屯地

受付期限　９月７日（金）
※詳細については、お問い合わせください。
★問い合わせ先
　自衛隊青森地方協力本部三沢募集案内所（☎ 53-1346）

RECRUIT
自衛官を募集します

　航空自衛隊三沢基地では、航空自衛隊および三沢基地への理解を深めていただくため、
自衛隊航空機（航空自衛隊中型輸送機「ＹＳ－１１」）への体験搭乗者を募集します。
期 日　10 月 13 日（土）　※搭乗時間は 15 分程度
場 所　航空自衛隊三沢基地
対 象　基地周辺にお住いの小学生以上の方（18 歳未満は保護者同乗）
定 員　約 90 人（応募多数の場合は抽選）
応募方法　往復はがきに以下の必要事項を明記のうえ、郵送でお申し込みください。（記載漏れがあった場合は対象外）
　　　　　　往信用はがき（通信面）▶①住所②搭乗希望者（４人まで）の氏名およびフリガナ③年齢④職業⑤電話番号
　　　　　　返信用はがき（宛名面）▶①搭乗希望者（代表者）の住所②搭乗希望者全員の氏名　※裏面は白紙のまま
　　　　　９月中旬までに返信はがきにて、搭乗の可否および詳細をご連絡します。
応募締切　９月７日（金）必着
★申し込み・問い合わせ先　第３航空団司令部監理部渉外室広報班（☎ 53-4121 内線 3313）〒 033-8604 三沢市後久保 125-7

INVITE
自衛隊航空機の体験搭乗者を募集します

講　座・講　師 開　設　日　時 講師から一言 費用・定員

英会話講座
ローナ・ダカリオ  講師

毎週火曜日 10:00 ～ 12:00
9/11,18,25,10/2,9,16,23,30,11/6,13　　　　 計 10 回

実際に使える英語を学びます。初心者も
歓迎します。

受講料 3,000 円
定員 20 人

英会話初級講座
田中  多恵子  講師

毎週火曜日 18:00 ～ 20:00
9/18,25,10/2,9,16,23,30,11/6,13　　　　  　計９回

バラエティに富んだ内容で優しく英語を
学びます。（中学校３年程度）

受講料 2,700 円
定員 20 人

英会話中級講座
ベティ・ゼティカー  講師

毎週火曜日 18:00 ～ 20:00
9/11,18,25,10/2,9,16,23,30,11/6,13　　　　計 10 回

もう一歩進んだコミュニケーションを望
んでいる人が対象です。

受講料 3,000 円
定員 20 人

中国語　
　　　　　　　　原  麗紗  講師

毎週月曜日 10:00 ～ 12:00
9/24,10/1,22,29  中華料理教室 10/15,11/5　計６回

歌や中華料理教室を織り交ぜ、わかりや
すく楽しく学びます。授業は日本語です。

受講料 1,800 円
定員 20 人

ハングル講座（初級）
全  昇大（ジョン  スンデ）講師  

毎週火曜日 14:00 ～ 16:00
9/25,10/2,9,16,23,30　  　　　　　　　　　計６回

韓国の文化などを紹介しながら、基本表
現・読み書きの練習を行います。

受講料 1,800 円
定員 20 人

日本語講座（中級）
アトキンソン  みゆき  講師

毎週火曜日 18:00 ～ 20:00
9/11,18,25,10/2,9,16,23,30,11/6,13　　　　 計 10 回

市内在住の外国人が対象の講座です。日
本語の基礎から勉強します。

受講料 3,000 円
定員 20 人
外国人対象

申込方法　電話、ＦＡＸまたはＥメールで希望する講座名、住所、氏名（ふりがな含む）、電話番号をご連絡ください。
申込期限　８月 16 日（木）　　　　
※受講料は、講座初日に現金でお支払いください。（中国語講座の中華料理教室に別途料金はかかりません）
※受講者の事情により講座を休んだり、途中で受講をやめた場合、受講料は返金できません。
※諸事情により、上記の日程や講師が変更になる場合があります。
★申し込み・問い合わせ先　みさわ国際交流協会〔国際交流教育センター内〕（☎ 51-1349）　FAX  51-1211
　　　　　　　　　　　　　Ｅメール　kokusai@city.misawa.lg.jp

LECTURE
語学講座のご案内

職　種 区分 採用人数 受　験　資　格

警察官Ｂ
男性 31 人程度 昭和 55 年４月２日以降に生まれた者で

高校を卒業した者。または平成 25 年３
月 31 日までに卒業見込みの者。女性 ４人程度

受 付 期 限　８月 31 日（金）
第１次試験　９月 23 日（日）／青森市／合格発表は９月 28 日（金）
　　　　　　を予定
第２次試験　11 月上旬／青森市／合格発表は 11 月中旬を予定
※警察官Ｂ（男性）を希望する方は、警視庁、埼玉県、千葉県、神奈
　川県、静岡県の警察官採用試験を同時に受験することができます。
※詳細については、お問い合わせください。
★問い合わせ先　三沢警察署　総務課（☎ 53-3145 内線 211・212）

RECRUIT
警察官採用試験案内　～来たれ！若き力　正義の心～

　航空自衛隊三沢基地の中の管制塔や航空
科学館を見学します。ＪＡＬの機長による
航空教室、フライトアテンダントや整備士
とのダイレクトトークの後には一緒に記念
写真も撮影できます。
日　　時　９月 22 日（土）8:30 ～ 15:00
集合場所　三沢空港事務所　１階会議室
募集人数　40 人（２人１組× 20 組）※応募者多数の場合は抽選
募集対象　小学生とその保護者（小学生１人につき保護者１人）
応募方法　往復はがきに下記内容を記載して郵送

応募締切　９月１日（土）必着（９月 15 日までに当落を通知します）
※管制塔内の飲食、撮影は禁止です。
※当日は当選はがきとカメラ（記念撮影希望者のみ）をお持ちください。
★申し込み・問い合わせ先
　三沢空港事務所「空の日」実行委員会　須藤・浅川（☎ 53-2461）

EVENT
三沢空港 「空の日」 イベント参加者を募集します

日 時　９月３日～ 25 日の月・火・金曜日
　 　　19:00 ～ 20:45（17 日を除く）
場 所　総合体育館　弓道場
対 象　高校生以上
定 員　12 人（先着順）
受 講 料　1,500 円
申込締切　８月 30 日（木）
※足袋（無ければ靴下）、
　汗拭きタオルを持参ください。

LECTURE チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

弓道教室　日本古来の武道で精神統一

日 時　９月７日、14 日、21 日、28 日、
　　 　10 月５日の金曜日 10:00 ～ 11:20
場 所　総合体育館　武道場
対 象　高校生以上
定 員　25 人（先着順）
受 講 料　1,000 円
申込締切　９月４日（火）
※ヨガマット（バスタオル）
　を持参ください。

★申し込み・問い合わせ先
　総合体育館（☎ 53-1218）

ストレッチヨガ講座
採 用 数　約 45 人
試 験 日　11 月３日（土）、４日（日）
　　　　　　　　　　　　／青森市、盛岡市ほか
申込方法　持参・郵送またはインターネット
申込期間　インターネット受付
　　　　　　８月 30 日（木）～９月６日（木）
　　　　　持参または郵送
　　　　　　９月３日（月）～ 11 日（火）
※詳細は海上保安大学校学生採用試験受験案内を
　ご覧ください。
★申し込み・問い合わせ先　
　八戸海上保安部管理課（☎ 0178-33-1222）
★インターネットによる申し込み・問い合わせ先
　人事院人材局試験課（☎ 03-3581-5311）
　http://www.jinji.go.jp/saiyo/shiken-saiyo.htm

RECRUIT
海上保安大学校学生募集

活 動 日　週１～２日程度（土・日・祝祭日を除く）
活動時間　8:30 ～ 16:00 の間で３～４時間程度
活動内容　①各外来受付窓口等への案内
　　　　　②車いす利用者の移動の介助
　　　　　③入院患者の散歩の同伴　など
募集対象　満 18 歳以上で心身ともに健康な方
応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入の上、
　　　　　郵送または直接ご応募ください。
※活動の曜日・時間・内容はご相談ください。
※病院の負担でボランティア保険に加入します。
★応募・問い合わせ先　
　三沢市立三沢病院事務局管理課
　　　　　　　　　　　（☎ 53-2161 内線 2121）
　〒 033-0022　三沢市大字三沢字堀口 164-65

INVITE
市立病院ボランティアを募集します
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みさわ港まつり 三
沢
ま
つ
り

期 日　９月２日（日）
場 所　三沢市魚市場ほか
応募方法
　市ホームページからのダウンロードまたは
　水産振興課で配布する出店規則と募集要項
　をご覧の上、直接ご応募ください。
応募締切　８月 14 日（火）
※応募者多数の場合は抽選となります。
★応募・問い合わせ先
　水産振興課（内線 512・513）

INVITE
みさわ港まつりの出店者を募集します

期 日　９月２日（日）9:30 ～ 20:00 頃
場 所　三沢漁港
行事内容　

  9:30 ～
ちびっこ広場、ミニ水族館、特産品販売、三沢漁港復興支援大
会イベント（主催／ NPO 法人虹の架け橋）

10:00 ～ 大漁祈願パレード
11:00 ～ よさこいソーラン　ほか
13:00 ～ 舟こぎ大会
19:00 ～ 花火大会

★問い合わせ先
　みさわ港まつり協賛会事務局〔水産振興課内〕（内線 512・513）
※当日は、みさわ港まつり本部〔三沢漁港  魚市場内〕（☎ 54-4370）にお
　問い合わせください。

　三沢の夏最大のイベントが、本年も４日間にわたって盛大に開催されます。
　前夜祭では、各祭礼が持てる技と想いを込めて自作した 15 台の山車が一堂に会す中で、祭礼選りすぐりの囃
子方が激戦を繰り広げる「祭りばやし競演会」。初日は「山車合同夜間運行」が夜のまちを彩り、最終日の山車
合同運行を締め括る「15 山車別れ」では『祭人』たちが熱い想いをぶつけ合い、祭りの最後を盛り上げます！
中日の「郷土民俗芸能」や「流し踊り」、「みこしパレード」にさまざまなキャラクターが踊り歩く「大仮装行列」
も見逃せません！
　さあ！一緒に三沢の夏を楽しみましょう！
期 日　８月 23 日（木）～ 26 日（日）
場 所　ミス・ビードルドーム、市内幹線道路
スケジュール

日　　時 行　　事 場　　所

８月 23 日（木） 18:00 ～ 山車展示、山車審査会、祭りばやし競演会 ミス・ビードルドーム

８月 24 日（金）
16:00 ～ 御神輿渡御 不動神社出発
18:00 ～ 山車合同運行出発式 30 ロード特設会場
18:30 ～ 山車合同夜間運行 30 ロード出発

８月 25 日（土）

13:00 ～ 郷土民俗芸能 アメリカ広場
15:00 ～ 大仮装行列 市役所前出発
16:30 ～ 流し踊り 大町オレンジ広場出発
17:30 ～ 国際サマーフェスティバル（みこしパレード） 大町オレンジ広場出発

８月 26 日（日）
13:00 ～ 御神輿還御 薬師神社出発
13:30 ～ 山車合同運行 大町交差点合流
15:50 ～ 15 山車別れ 30 ロード

山車運行経路

★問い合わせ先　三沢市商工会（☎ 53-2175）

▼
お
問
い
合
わ
せ
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Ａ

東日本大震災から約１年半。待望の港まつりが開催されます。
三沢の漁業と漁業に関わる人たちへの応援の気持ちを胸に、海の夏祭りを楽しみましょう！

お通り（24 日）

お還り（26 日）

第一中
三沢高校

第五中

不動神社

薬師神社

権現神社

三沢駅

ビードル
ドーム

30 ロード

上久保小

市役所

スカイプラザミサワ

中央公園

公会堂

27 広報みさわ　2012・8 26市役所代表　☎ 53-5111



熱中症とは？
　熱中症とは、室温や気温が高い中での作業や

運動により、体内の水分や塩分（ナトリウム）

などのバランスが崩れ、体温

の調整機能が働かなくなる状

態です。体温上昇、めまい、

体がだるい、ひどい時にはけ

いれんや意識の異常など、さ

まざまな症状を起こします。

　発生には、気温や湿度などの環境のほかにも

体調やライフスタイルも大きく影響します。家

の中にじっとしていても、室温や湿度が高けれ

ば熱中症になる場合がありますので、注意が必

要です。

熱中症の発生場所

熱中症予防のポイント
【屋外】
▶日差しの強い昼前から午後３時頃にかけての

　外出はなるべく控え、日陰を選んで歩く。

▶風通しのよい服装で、日傘や帽子を使用する。

▶屋外での運動では帽子をかぶり、こまめに休

　憩をとる。時間帯は朝か夕方の涼しい時を選

　んで行う。

▶飲料水を携帯し、こまめに水分を補給する。

【屋内】
▶入浴前後や就寝前、起床時は水分を補給する。

▶室内の換気を心がける。

▶カーテンやすだれで日差しをカットし、出来

　るだけ室内温度の上昇を避ける。

▶室温は 28℃を目安に、エアコンや扇風機を

　上手に使う。

　日頃から熱中症の予防に心がけて、元気な夏

を過ごしましょう！

熱 中 症 を 予 防 し ま し ょ う

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

日　　時 場　　所

 8 月 27 日（月）10:00 ～ 15:30 航空自衛隊三沢基地

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

８月の

    保健 だより
休  日  救  急  診  療

  ８月　５日 中山内科医院 ５２－７７５２

  ８月 12 日 まつぞのクリニック ５２－５０５０

  ８月 19 日 得居泌尿器科医院 ５０－１３３３

  ８月 26 日 さいとう耳鼻咽喉科クリニック ５０－１４０６

  ９月　２日 三沢中央病院 ５７－１１１１

  ９月　９日 ひぐちクリニック ５０－１４４１

※ 17 時以降の夜間救急診療は当番制ではありません。

工藤  ゆい  ちゃん／９カ月

内容・対象 月　日 時　間 場　所

母　
　
　

子

妊婦歯科健診 8 月   7 日（火）受付 13:15 ～ 13:30

保健相談

センター

＊母子手帳を持参してください。
両親学級１課

（講話・マタニティ  ピラティス）
8 月   6 日（月）

         13:30 ～ 15:00
（受付 13:15 ～ 13:30）

＊予約制です。母子手帳を持参の上、動きやすい服装でお越しください。
＊マタニティ ピラティスは主治医に了解を得た上で参加してください。

４カ月児健康診査 8 月   7 日（火）受付  12:45 ～ 13:15
＊希望する保護者は歯科健診を受けることができます。
＊ブックスタート事業（絵本の読み聞かせや絵本のプレゼント）があります。

６～   ７カ月児健康相談
　　　　中学生ふれあい体験学習併設

8 月   7 日（火）受付   9:30 ～ 10:00

９～ 10 カ月児健康相談 8 月   8 日（水）受付   9:30 ～ 10:00

１歳６カ月児健康診査
（平成 22 年 12 月生まれの幼児） 8 月 23 日（木）受付 12:45 ～ 13:15

２歳児歯科健康診査
（平成 22 年 3 月生まれの幼児） 8 月   8 日（水）受付 12:45 ～ 13:15

３歳児健康診査
（平成 21 年 1 月生まれの幼児） 8 月 22 日（水）受付 12:30 ～ 13:00

▼乳幼児健診では、母子健康手帳・バスタオルなどを持参してください。
　１歳６カ月児・２歳児・３歳児健康診査では診査票などを忘れずに。
　体調不良や感染症などのときは受診をご遠慮ください。

親子ふれあい広場 8 月   3 日（金）        10:00 ～ 11:00
（受付  9:40 ～ 10:00）

＊対象　歩くことができる就学前のお子さんとその保護者（お父さんも可）
＊申し込み・問い合わせ先（※なるべく事前にお申し込みください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健相談センター　☎ 57-0707
＊申し込みの定員がなくなり、８月の会場は総合体育館に変更になりました。

成
人
老
人

栄養相談 随時受付（予約制）
一般健康相談 月～金曜日随時           8:30 ～ 16:30

こころのケア相談　　電話相談 8 月   9 日（木）
        10:00 ～ 12:00
        13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　面接相談 8 月 23 日（木）        10:00 ～ 15:00
＊面接は３日前までに要予約　☎ 57-0029（専用電話）
女性健康相談 8 月 21 日（火）受付 10:00 ～ 10:30 上十三保健所

（十和田市）
精神保健福祉相談 8 月 15 日（水）受付 13:00 ～ 14:00
＊問い合わせ：上十三保健所　☎ 23-4261

　９月から、ポリオワクチンが生ワクチンから不活化ワクチン
に変わります。
　医療機関での注射による接種となりますので、対象となるお
子さんをお持ちの保護者は、ワクチンの内容や接種回数をよく
ご確認の上、接種させてください。既に２回受けている場合、
接種する必要はありません。なお、９月４日～７日に予定して
いた集団接種は中止します。
対 象 者　生後３カ月～ 90 カ月未満の幼児
接種回数
ポリオワクチンを１回も接種していない場合 ４回接種が必要

ポリオワクチンを１回接種している場合 ３回接種が必要

国内未承認の不活化ポリオワクチンを１～３
回接種している場合

接種回数が合計４回と
なるよう不足分の接種
が必要

※対象者には８月中旬に予診票を送付する予定です。転入など
　で通知が届かない場合は、ご連絡ください。
★問い合わせ先　保健相談センター（☎ 57-0707）

MEDICAL INFORMATION
不活化ポリオワクチン予防接種が始まります

　入院患者の安静と院内感染防止、防犯対策のため、11
月１日（木）から面会時間を変更します。皆さんのご理
解とご協力をお願いします。
面会時間　13 時～ 20 時
※面会時は必ずマスクを着用し、面会用紙にご記入くだ
　さい。

３階西病棟からのお知らせ
　院内感染から赤ちゃんを守るため、
面会時間内であっても重篤患者以外の
面会は固くお断りしています。
★問い合わせ先　
　市立三沢病院　医療情報システム課（☎ 53-2161）

MEDICAL INFORMATION
市立三沢病院の面会時間を変更します

住宅用火災警報器を寝室や階段に設置していないご家庭は早
急に設置しましょう。　　　　　　　　消防本部予防課

花火遊びは正しく楽しく

ワンポイント消防

▶水の入ったバケツなどを用意しましょう

▶花火を人や家に向けるのはやめましょう

▶燃えやすい物の近くで遊ぶのはやめましょう

▶たくさんの花火に一度に火をつけるのはやめましょう

▶筒もの花火は筒の中を絶対にのぞかない

▶小さい子どもは大人と一緒に遊びましょう

▶風の強いときは花火遊びはやめましょう

子宮頸部がん検診（卵巣がん検診含む） 乳がん検診

対 象 20 歳以上の市民で偶数年齢の方（平成 25 年３月 31 日時点）
※妊産婦、婦人科疾患治療中の方を除きます

40 歳以上の市民で偶数年齢の方（平成 25 年３月 31 日時点）
※妊産婦や授乳中、断乳後１年以内、乳房疾患治療中、ペー
　スメーカー装着、豊胸手術をしている方を除きます。

検診内容 子宮頸部の細胞診検査
超音波による卵巣がん検診

40 歳代　　視触診、マンモグラフィー（２方向）
50 歳代　　視触診、マンモグラフィー（１方向）
60 歳以上　マンモグラフィー

検診料金

1,800 円
※子宮頸部がん検診 1,500 円と卵巣がん検診 300 円の
　セット

40 歳代　　1,700 円
50 歳代　　1,300 円
60 歳以上　   900 円

※料金は検診日に徴収します（65 歳以上の方、生活保護世帯および平成 24 年度の市民税非課税世帯の方は無料）

検 診 日　９月 26 日（水）～ 28 日（金）
　 　 　 　10 月１日（月）～５日（金）、23 日（火）～ 26 日（金）
　 　 　 　11 月 13 日（火）～ 16 日（金）
　 　 　　乳がん検診 12:00 ～、子宮頸部がん検診 13:30 ～
　　　　　　（受付　12:00 ～ 13:00）
検診場所　保健相談センター
申込方法
　20 ～ 74 歳▶７月下旬に対象者に郵送した申込書（白色のは
　　　　　　がき）で直接お申し込みください。
　76 歳以上  ▶申込期間内に保健相談センター窓口にある申込   
　　　　　　　書で直接お申し込みください。
申込期間　８月６日（月）～８月 10 日（金）8:30 ～ 17:00
※電話・FAX・郵送での受け付けはしません。
※子宮頸部がん検診対象者は、この検診の他に、市内の指定婦
　人科で年間を通じて検診を受けることができます。詳しくは、
　お問い合わせください。（既に指定婦人科で検診を受けた方
　は、この検診を受けることはできません）
★申し込み・問い合わせ先　保健相談センター（☎ 57-0707）

MEDICAL INFORMATION
子宮頸部がん・乳がん検診の受診者を募集します

運動中

500 人

労働中 日常生活

300 人

100 人

0 人

屋外

屋外（日陰）

屋内

（平成 23 年日本救急医学会資料より）
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1  大ホールの観客を魅了し続け
　  たオーケストラ演奏
2  第３部のポップスステージ
3  観客も思わず手拍子
4 リズムをリードするパーカッ 

　 ション
5  全ステージのフィナーレ
6  彦坂氏との念願のセッション

7  公会堂視聴覚室で毎週行われる練習
8  十和田観光電鉄のラストランなど多数の地域イベ

　  ントで演奏
9  定期演奏会のステージも自分たちで作る

10  定期演奏会のリハーサル

2

34

5

6

7

8

9

10

1

クレールウインドオーケストラ

INTERVIEW

　発足してから今年で 14 年目を迎えますが、その間には団
員の数が少なく、さらに仕事や家庭の都合で集まることもで
きず、練習すらままならない時期もありました。現在の団員
はみんな積極的で、各パートが責任を持ち、練習にもほぼ全
員が集まりますが、それでも人数は不足しています。また、
広く音楽を届けたいという想いから基本的に無料で公演して
おり、団員で負担し合っている活動にかかる資機材や経費も
常に抱えている問題です。
　吹奏楽コンクールでの入賞は団員のモチベーション向上に
大きく繋がる要素の一つ。これまでに県１位となったことも
あり、二度、県代表として東北大会出演を果たしました。ま
た、地域の子どもたちの目標にもなれればと思い、小中学校
にもよく指導に伺います。いずれ大人になったとき、私たち
の楽団に「入りたい」と思ってくれるように。しかし、何よ
り一番うれしいことはやはり、たくさんの方が公演を聴きに
きてくれること。団員数や団の運営費など課題は多いですが、
たくさんの人に公演を聴きに来ていただきたいということが
一番の願いです。

たくさんの方に聴きにきてほしい

山
やました

下  一
いっせい

成さん

十和田市在住。
同楽団に 2000 年から入団し、2002
年からは団長を務める。楽団でのパー
トはユーフォニアム。

クレールウインド
　　　オーケストラ 団長

第 15 回記念定期演奏会

　5 月 26 日、公会堂大ホールで開催されたクレールウイ

ンドオーケストラの定期演奏会は、今回で 15 回目。こ

の記念すべき節目の演奏会に同楽団は、山下団長と 30

年にわたって親交を深め、全国で活躍するソリスト（サッ

クス奏者）の彦坂眞一郎氏を招き共演した。

　演奏会は全３部構成。第１部ではコンダクターの指揮

によって、ときに激しく、ときに繊細に奏でられた音色

は、続く第 2 部で彦坂氏のサックスと見事に調和。透明

感を持ちながらも力強い彦坂氏の演奏を、さらに輝かせ

た。ここで演奏された曲「He calls...!」は彦坂氏の名字か

ら名付けられた曲で、同氏から 10 年以上レッスン

を受けてきたクレールウインドオーケストラが満を

持して演奏した念願の曲でもある。日々の練習に裏

付けられた迫力ある演奏は会場を圧倒し、観客を虜

にし続けた。最後の第 3 部は、一転してアップテン

ポな曲が続くポップスステージ。自ら楽しそうに演

奏する楽団員の姿と陽気なリズムは、観客の手拍子

を誘い、会場の盛り上がりは最高潮に。「応援してく

れる皆さんへ感謝の気持ちを届けたい」。そんな楽団

員の想いが、アンコールを含む全 11 曲の名演奏と

ともに観客一人一人の心へと届けられた。
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約
50
人

の
団
員
が
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い

る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
仕
事
や
家
事

の
合
間
を
縫
っ
て
週
一
度
、
公
会

堂
視
聴
覚
室
で
行
う
全
体
練
習
。

真し
ん
し摯
に
音
楽
に
取
り
組
む
姿
と
合

間
に
こ
ぼ
れ
る
笑
顔
か
ら
は
、
楽

団
の
和
や
か
さ
と
団
員
の
音
楽
に

い
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
賞
も
奏

者
と
し
て
の
士
気
を
高
め
て
く
れ

る
が
、
憧
れ
の
眼
差
し
で
見
つ
め

る
吹
奏
楽
部
の
中
高
生
や
、
い
つ

も
演
奏
を
楽
し
み
に
来
場
し
て
く

れ
る
幅
広
い
世
代
の
フ
ァ
ン
の
喜

び
は
何
も
の
に
も
代
え
難
い
。

　

曲
を
変
え
な
が
ら
年
間
10
回
を

超
え
る
同
楽
団
の
公
演
。
仕
事
や

家
庭
と
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
よ
り

上
質
な
音
楽
を
届
け
た
い
団
員
た

ち
の
練
習
は
、夜
遅
く
ま
で
続
く
。

団
員
や
機
材
、
資
金
、
練
習
時
間

の
不
足
。
楽
団
が
抱
え
る
課
題
は

多
い
が
、
不
断
の
努
力
、
音
楽
と

地
域
へ
の
想
い
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
る
美
し
い
音
色
は
多
く
の

フ
ァ
ン
を
生
み
出
し
、
そ
の
フ
ァ

ン
に
ま
た
楽
団
も
支
え
ら
れ
て
い

る
。

対
す
る
愛
情
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

２
０
０
７
年
に
は
三
沢
市
文
化

奨
励
賞
を
受
賞
し
た
楽
団
が
目
指

す
も
の
は
「
地
域
の
音
楽
文
化
の

発
展
」。
誰
も
が
音
楽
を
楽
し
め

る
よ
う
に
と
、
ほ
ぼ
全
て
の
演
奏

を
無
料
で
提
供
。
公
演
会
の
宣
伝

や
会
場
使
用
に
か
か
る
経
費
は
団

費
で
賄
い
、
楽
器
や
演
奏
に
か
か

る
消
耗
品
な
ど
は
団
員
が
個
々
に

負
担
す
る
。
ま
た
、
小
中
学
校
や

高
校
の
吹
奏
楽
部
の
技
術
指
導
も

同
楽
団
の
大
事
な
活
動
。「
音
楽

を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」。

楽
団
の
根
底
に
は
、
強
い
想
い
が

あ
る
。

楽
団
を
支
え
る
も
の

　

公
演
会
で
配
る
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
に
は
、
毎
回
多
く
の
感
想
が
書

き
込
ま
れ
、戻
っ
て
く
る
と
い
う
。

演
奏
を
楽
し
ん
だ
喜
び
や
次
の
演

奏
へ
の
期
待
な
ど
、
観
客
の
声
に

は
団
員
全
員
が
目
を
通
す
。

　

考
え
に
考
え
、
当
日
ま
で
練
習

を
重
ね
た
曲
の
表
現
が
観
客
に
伝

わ
っ
て
い
た
と
き
は
喜
び
も
大
き

　経験やブランク、楽器の有無などに不安
を感じる方も、まずは当団へご連絡の上、
練習場へ一度お越しください！

合奏練習　毎週火曜日 18:00 ～ 21:30
　　　　　公会堂２階　視聴覚室
団　　費　月 2,000 円
※詳しくはお問い合わせください。
★問い合わせ・申し込み先
　クレールウィンドオーケストラ　山下
　（☎ 090-7329-4964）
　http://www.clairwind.net/

クレールウインドオーケストラ
団　員　募　集

Pick Up　クレールウインドオーケストラ Pick Up　クレールウインドオーケストラ
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人 口 と 世 帯 数

■人口 41,945 人（＋ 2 人）・男 20,627 人（－ 11 人）・女 21,318 人（＋ 13 人）　■世帯数 18,586 世帯（± 0）

－６月末現在－　※（　）内は前月との増減比較

広報みさわ８月号は 14,000 部発行し、1 部あたりの印刷製本費は 63 円です。

広
報
み
さ
わ
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
行
事
や
話
題
な
ど
、

皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
は
広
報
広
聴
課
ま
で
。

発
行　

三
沢
市
役
所　

編
集　

広
報
広
聴
課

〠
０
３
３-

８
６
６
６　

青
森
県
三
沢
市
桜
町
１-

１-

38

☎
０
１
７
６-

53-

５
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
52-

５
６
５
５

Ｅ
メ
ー
ル　

koho@
city.m

isaw
a.lg.jp　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.city.m

isaw
a.lg.jp/

2012・8
No.694

　

7
月
1
日
、
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
こ
の
大
会
は
、
柔
道
を
通
し

て
少
年
少
女
の
心
身
を
健
全
に
育

成
し
、
相
互
に
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
目
的
。
県
内
各
地
か
ら
小
学

生
の
選
手
が
24
団
体
４
０
０
人
以

上
も
集
ま
り
、
低
・
高
学
年
の
団

体
戦
、
体
重
・
学
年
別
の
男
女
個

人
戦
で
日
頃
鍛
え
た
技
と
力
、
精

神
力
を
競
い
合
っ
た
。

　

三
沢
市
か
ら
は
、
柔
道
少
年
団

三
沢
分
団
35
人
と
蹴
揚
塾
３
人
が

出
場
。
普
段
の
力
を
発
揮
で
き
た

者
、
力
を
出
せ
ず
悔
し
さ
に
肩
を

震
わ
せ
た
者
と
、
内
容
は
さ
ま
ざ

ま
だ
が
、
審
判
と
相
手
に
礼
を
尽

く
し
勝
負
に
臨
ん
だ
姿
は
勝
敗
に

関
わ
ら
ず
威
風
堂
々
。
ま
た
、
観

客
席
や
試
合
場
脇
か
ら
選
手
の
動

き
に
一
喜
一
憂
し
、
応
援
・
激
励

の
声
を
か
け
る
父
兄
や
コ
ー
チ
た

ち
の
姿
は
、
ま
る
で
一
緒
に
戦
っ

て
い
る
か
の
様
だ
っ
た
。

　

激
戦
の
末
、
個
人
決
勝
戦
に
は

三
沢
分
団
か
ら
小
泉
颯そ

う
た
ろ
う

太
郎
選
手

（
男
子
５
学
年
45
㎏
超
級
）
と
三

浦
萌も

え
こ子
選
手
（
女
子
４
学
年
）
が

出
場
。
決
意
の
表
情
で
強
敵
に
臨

ん
だ
決
勝
戦
。
三
浦
選
手
は
惜
し

く
も
敗
れ
た
も
の
の
、
小
泉
選
手

は
判
定
に
も
つ
れ
な
が
ら
接
戦
を

制
し
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。

鍛えた技と力、精神力を競う
青森県少年柔道大会

1  出場選手らが見つめる中で個人決勝戦に臨む
　  小泉颯太郎選手（左）
2  出場選手を代表して宣誓する三沢分団選手
3  決勝戦で惜敗するも健闘を見せた三浦萌子選

　  手（左）
4  三沢分団の出場選手中最年少の高橋葵（あお

　  い）選手（右）
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